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１１１１．．．．奈良市奈良市奈良市奈良市のののの将来像将来像将来像将来像についてについてについてについて    

    

１１１１－－－－１１１１    将来将来将来将来のののの奈良市奈良市奈良市奈良市のののの望望望望ましいましいましいましい姿姿姿姿    
    

問問問問１１１１    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、今後今後今後今後、、、、長期長期長期長期をををを展望展望展望展望したしたしたした上上上上でででで、、、、奈良市奈良市奈良市奈良市がどのようながどのようながどのようながどのような市市市市になることがになることがになることがになることが望望望望ましいとましいとましいとましいと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。次次次次

のののの選択肢選択肢選択肢選択肢のののの中中中中からからからから、、、、特特特特にににに望望望望まれるもののまれるもののまれるもののまれるものの第第第第 1111 位位位位からからからから第第第第 3333 位位位位までをまでをまでをまでを選選選選んでんでんでんで、、、、そのそのそのその番号番号番号番号をををを下下下下のののの回答欄回答欄回答欄回答欄にににに記入記入記入記入

してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

    
図図図図 1111----1111（（（（将来将来将来将来のののの奈良市奈良市奈良市奈良市のののの望望望望ましいましいましいましい姿姿姿姿）【）【）【）【n=1,n=1,n=1,n=1,863863863863】】】】    
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文化財を保護し、歴史の風格を保有する歴史都市

自然環境を保護し、公園や街路樹などの緑豊かな都市

交通事故や犯罪並びに公害、災害のない安全・安心な都市

子どもやお年寄り、障がい者などにやさしい福祉都市

観光客などの訪れる魅力ある観光都市

都市施設が整い、暮らしやすい生活都市

子どもの個性や創造性を育む教育都市

市民の健康増進を図る健康都市

産業の盛んな賑わいのある都市

市民の芸術文化活動が盛んな文化都市

海外との交流が盛んな国際交流都市

気軽に新しい知識の得られる生涯学習都市

その他

わからない

無回答

(%)

１位

１～３位計

 
 今後、長期展望した上で、奈良市がどのような市になることが望ましいかと尋ねたところ、選択

された項目全てをまとめると、最も割合が高かった項目は「文化財を保護し、歴史の風格を保有す

る歴史都市」で 50.9％と半数以上の人が選択しており、次いで「自然環境を保護し、公園や街路樹

などの緑豊かな都市（43.4％）」、「交通事故や犯罪並びに公害、災害のない安全・安心な都市

（41.2％）」、「子どもやお年寄り、障がい者などにやさしい福祉都市（39.5％）」、「観光客などの訪

れる魅力ある観光都市（36.6％）」の順となっている。１位を３点、２位を２点、３位を１点として

数値換算した順位でも、選択された項目全てをまとめた順位と同様になっている。 

また、１位選択でも最も割合が高かった項目は「文化財を保護し、歴史の風格を保有する歴史都

市」で 30.4％となっているが、続く項目では順位が入れ替わっており、「交通事故や犯罪並びに公害、

災害のない安全・安心な都市（13.8％）」、「子どもやお年寄り、障がい者などにやさしい福祉都市

（12.5％）」、「自然環境を保護し、公園や街路樹などの緑豊かな都市（12.0％）」の順となっている。

（図 1-1） 
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表表表表 1111----1111----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    将来将来将来将来のののの奈良市奈良市奈良市奈良市のののの望望望望ましいましいましいましい姿姿姿姿    選択項目全選択項目全選択項目全選択項目全てててて）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳
（n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

文化財を保護し、歴史 交通事故や犯罪並びに 文化財を保護し、歴史 文化財を保護し、歴史 文化財を保護し、歴史 文化財を保護し、歴史

1位 の風格を保有する歴史 公害、災害のない安全 の風格を保有する歴史 の風格を保有する歴史 の風格を保有する歴史 の風格を保有する歴史

都市 ・安心な都市 都市 都市 都市 都市

54.0 46.7 50.2 51.2 54.7 52.8
自然環境を保護し、 子どもやお年寄り、 交通事故や犯罪並びに 自然環境を保護し、 観光客などの訪れる 自然環境を保護し、

2位 公園や街路樹などの緑 障がい者などに 公害、災害のない安全 公園や街路樹などの緑 魅力ある観光都市 公園や街路樹などの緑

豊かな都市 やさしい福祉都市 ・安心な都市 豊かな都市 豊かな都市

43.5 44.6 48.7 46.3 42.1 39.7
交通事故や犯罪並びに 文化財を保護し、歴史 自然環境を保護し、 子どもやお年寄り、 子どもやお年寄り、 観光客などの訪れる

3位 公害、災害のない安全 の風格を保有する歴史 公園や街路樹などの緑 障がい者などに 障がい者などに 魅力ある観光都市

・安心な都市 都市 豊かな都市 やさしい福祉都市 やさしい福祉都市

42.2 42.6 47.2 42.2 41.1 38.3
観光客などの訪れる 自然環境を保護し、 子どもやお年寄り、 交通事故や犯罪並びに 自然環境を保護し、 交通事故や犯罪並びに

4位 魅力ある観光都市 公園や街路樹などの緑 障がい者などに 公害、災害のない安全 公園や街路樹などの緑 公害、災害のない安全

豊かな都市 やさしい福祉都市 ・安心な都市 豊かな都市 ・安心な都市

36.6 42.6 37.8 39.5 40.8 38.3
都市施設が整い、 観光客などの訪れる 観光客などの訪れる 観光客などの訪れる 交通事故や犯罪並びに 子どもやお年寄り、

5位 暮らしやすい生活都市 魅力ある観光都市 魅力ある観光都市 魅力ある観光都市 公害、災害のない安全 障がい者などに

・安心な都市 やさしい福祉都市

30.4 36.0 30.0 35.1 37.1 36.4  
選択した項目全てを年齢別にみると、ほとんどの年代で「文化財を保護し、歴史の風格を保有す

る歴史都市」が最も多くなっているが、30～39 歳では「交通事故や犯罪並びに公害、災害のない安

全・安心な都市」が 46.7％で最も高くなっている。 

「交通事故や犯罪並びに公害、災害のない安全・安心な都市」は、20～49 歳の若い世代では割合

が４割を超えており、順位も３位以上であるが、50 歳以上の年代では４割以下で、順位も４位以下

となっている。 

また、20～29 歳では、「都市施設が整い、暮らしやすい生活都市」が５位以内に入ってきており、

「子どもやお年寄り、障がい者などにやさしい福祉都市」が５位以下となっている。（表 1-1-1） 
 

表表表表 1111----1111----2222（（（（地域別地域別地域別地域別    将来将来将来将来のののの奈良市奈良市奈良市奈良市のののの望望望望ましいましいましいましい姿姿姿姿    選択項目全選択項目全選択項目全選択項目全てててて）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

文化財を保護し、 文化財を保護し、 文化財を保護し、 文化財を保護し、 観光客などの 子どもやお年寄 観光客などの 交通事故や犯罪

1位 歴史の風格を保 歴史の風格を保 歴史の風格を保 歴史の風格を保 訪れる魅力ある り、障がい者など 訪れる魅力ある 並びに公害、災

有する歴史都市 有する歴史都市 有する歴史都市 有する歴史都市 観光都市 にやさしい福祉 観光都市 害のない安全・

都市 安心な都市

53.8 48.6 47.1 51.1 44.9 54.5 57.1 51.4
自然環境を保護 自然環境を保護 交通事故や犯罪 交通事故や犯罪 交通事故や犯罪 文化財を保護し、 交通事故や犯罪 文化財を保護し、

2位 し、公園や街路樹 し、公園や街路樹 並びに公害、災 並びに公害、災 並びに公害、災 歴史の風格を保 並びに公害、災 歴史の風格を保

などの緑豊かな などの緑豊かな 害のない安全・ 害のない安全・ 害のない安全・ 有する歴史都市 害のない安全・ 有する歴史都市

都市 都市 安心な都市 安心な都市 安心な都市 安心な都市

47.4 48.6 47.1 41.3 44.1 45.5 42.9 40.5
交通事故や犯罪 子どもやお年寄 自然環境を保護 観光客などの 子どもやお年寄 観光客などの 文化財を保護し、 自然環境を保護

3位 並びに公害、災 り、障がい者など し、公園や街路樹 訪れる魅力ある り、障がい者など 訪れる魅力ある 歴史の風格を保 し、公園や街路樹

害のない安全・ にやさしい福祉 などの緑豊かな 観光都市 にやさしい福祉 観光都市 有する歴史都市 などの緑豊かな

安心な都市 都市 都市 都市 都市

41.0 39.9 40.5 40.2 44.1 39.4 28.6 35.1
子どもやお年寄 交通事故や犯罪 子どもやお年寄 自然環境を保護 文化財を保護し、 交通事故や犯罪 自然環境を保護 観光客などの

4位 り、障がい者など 並びに公害、災 り、障がい者など し、公園や街路樹 歴史の風格を保 並びに公害、災 し、公園や街路樹 訪れる魅力ある

にやさしい福祉 害のない安全・ にやさしい福祉 などの緑豊かな 有する歴史都市 害のない安全・ などの緑豊かな 観光都市

都市 安心な都市 都市 都市 安心な都市 都市

39.9 39.1 38.0 38.7 43.3 36.4 28.6 32.4
観光客などの 観光客などの 観光客などの 子どもやお年寄 自然環境を保護 都市施設が整い ・子どもの個性や 都市施設が整い

5位 訪れる魅力ある 訪れる魅力ある 訪れる魅力ある り、障がい者など し、公園や街路樹 、暮らしやすい 創造性を育む 、暮らしやすい

観光都市 観光都市 観光都市 にやさしい福祉 などの緑豊かな 生活都市 教育都市 生活都市

都市 都市 ・産業の盛んな

34.3 34.8 34.7 38.3 33.9 33.3 賑わいのある 29.7
都市

28.6  

選択した項目全てを地域別にみると、西部地域・北部地域・中部地域・中央市街地では、「文化財

を保護し、歴史の風格を保有する歴史都市」が最も多くなっているが、南部地域・月ヶ瀬地域は「観

光客などの訪れる魅力ある観光都市」、東部地域は「子どもやお年寄り、障がい者などにやさしい福

祉都市（54.5％）」、都祁地域は「交通事故や犯罪並びに公害、災害のない安全・安心な都市（51.4％）」

が最も多くなっている。また、東部地域・都祁地域では、「都市施設が整い、暮らしやすい生活都市」

が５位以内に入ってきている。（表 1-1-2） 
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１１１１－－－－２２２２    将来像将来像将来像将来像のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために重点重点重点重点をををを置置置置くべきくべきくべきくべき施策施策施策施策    
    

問問問問２２２２    それではそれではそれではそれでは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの考考考考えられるえられるえられるえられる奈良市奈良市奈良市奈良市のののの将来像将来像将来像将来像のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために、、、、行政施策行政施策行政施策行政施策としてとしてとしてとして重点重点重点重点をををを置置置置いていていていて実施実施実施実施してしてしてして

いくべきだとおいくべきだとおいくべきだとおいくべきだとお考考考考えになるのはどれでしょうかえになるのはどれでしょうかえになるのはどれでしょうかえになるのはどれでしょうか。（。（。（。（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの５５５５つつつつ以内以内以内以内にににに○○○○))))    

    
図図図図 1111----2222（（（（将来像将来像将来像将来像のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために重点重点重点重点をををを置置置置くべきくべきくべきくべき施策施策施策施策    5555 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    
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高齢者・児童・障がい者・低所得者福祉の充実

保健・医療体制の充実

防犯・防災体制の充実

幹線道路や生活道路・歩道などの整備

調和のとれた都市的美観・景観の向上

観光客誘致のための対策

物価対策など消費生活の安定向上

大気汚染・騒音等の公害防止

バスや鉄道の公共交通機関の整備

学校教育の充実と施設整備

交通安全対策

駐車場・駐輪場の充実・整備

青少年の健全育成

中小企業の育成や商店街の活性化

地場産業の振興や農林業の保護育成

文化・スポーツの充実・振興
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生涯学習の充実と施設整備

外国との活発な交流事業
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国際会議のできる施設の整備

コミュニティ活動の促進と施設整備

下水道の整備と普及促進

無回答

その他

わからない
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 奈良市の将来像の実現のために、行政施策として重点を置いて実施していくべきだと思う項目で

は、「文化財や歴史的資源の保護・保全」が 48.5％と最も多く、次いで「緑や自然環境の保全（47.8％）」

が続き、「高齢者・児童・障がい者・低所得者福祉の充実（41.1％）」「保健・医療体制の充実（34.4％）」

「防犯・防災体制の充実（31.8％）」の順となっている。（図 1-2） 
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表表表表 1111----2222----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    将来像将来像将来像将来像のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために重点重点重点重点をををを置置置置くべきくべきくべきくべき施策施策施策施策    5555 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳
（n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

文化財や歴史的資源 緑や自然環境の保全 緑や自然環境の保全 緑や自然環境の保全 文化財や歴史的資源 文化財や歴史的資源

1位 の保護・保全 の保護・保全 の保護・保全

51.6 46.0 47.6 58.0 50.5 54.7
緑や自然環境の保全 防犯・防災体制の充実 文化財や歴史的資源 文化財や歴史的資源 高齢者・児童・障がい 高齢者・児童・障がい

2位 の保護・保全 の保護・保全 者・低所得者福祉の 者・低所得者福祉の

充実 充実

46.0 40.5 47.2 49.9 49.7 45.8
防犯・防災体制の充実 文化財や歴史的資源 防犯・防災体制の充実 高齢者・児童・障がい 緑や自然環境の保全 緑や自然環境の保全

3位 の保護・保全 者・低所得者福祉の

充実

29.8 37.7 41.2 44.4 46.1 40.8
調和のとれた都市的 高齢者・児童・障がい 保健・医療体制の 保健・医療体制の 保健・医療体制の 保健・医療体制の

4位 美観・景観の向上 者・低所得者福祉の 充実 充実 充実 充実

充実

29.2 36.3 36.3 34.9 32.9 35.8
高齢者・児童・障がい 保健・医療体制の 幹線道路や生活道路 幹線道路や生活道路 幹線道路や生活道路 観光客誘致のため

5位 者・低所得者福祉の 充実 ・歩道などの整備 ・歩道などの整備 ・歩道などの整備 の対策

充実

28.6 36.0 31.1 33.2 31.8 31.1  

 年齢別にみると、20～29 歳・60～69 歳・70 歳以上では「文化財や歴史的資源の保護・保全」が、

30～59 歳では「緑や自然環境の保全」が最も多くなっており、特に 50～59 歳では 58.0％と高い割

合になっている。 

「高齢者・児童・障がい者・低所得者福祉の充実」は、50 歳以上の年代で上位にきており、４割

を超えている。また、20～49 歳では「防犯・防災体制の充実」が、30 歳以上では「保健・医療体制

の充実」が５位以内に入ってきている。「幹線道路や生活道路・歩道などの整備」は 40～69 歳で、

20～29 歳では「調和のとれた都市的美観・景観の向上」が、70 歳以上では「観光客誘致のための対

策」が５位以内に入ってきている。（表 1-2-1） 
 

表表表表 1111----2222----2222（（（（地域別地域別地域別地域別    将来像将来像将来像将来像のののの実現実現実現実現のためにのためにのためにのために重点重点重点重点をををを置置置置くべきくべきくべきくべき施策施策施策施策    5555 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

緑や自然環境の 緑や自然環境の 文化財や歴史的 文化財や歴史的 高齢者・児童・障 高齢者・児童・障 緑や自然環境の 高齢者・児童・障

1位 保全 保全 資源の保護・ 資源の保護・ がい者・低所得 がい者・低所得 保全 がい者・低所得

保全 保全 者福祉の充実 者福祉の充実 者福祉の充実

53.9 53.6 47.1 47.9 50.4 57.6 71.4 37.8
文化財や歴史的 文化財や歴史的 幹線道路や生活 緑や自然環境の 文化財や歴史的 緑や自然環境の 観光客誘致の 文化財や歴史的

2位 資源の保護・ 資源の保護・ 道路・歩道などの 保全 資源の保護・ 保全 ための対策 資源の保護・

保全 保全 整備 保全 保全

50.9 52.2 43.0 41.9 44.1 42.4 42.9 32.4
高齢者・児童・障 高齢者・児童・障 高齢者・児童・障 高齢者・児童・障 保健・医療体制 文化財や歴史的 幹線道路や生活 緑や自然環境の

3位 がい者・低所得 がい者・低所得 がい者・低所得 がい者・低所得 の充実 資源の保護・ 道路・歩道などの 保全

者福祉の充実 者福祉の充実 者福祉の充実 者福祉の充実 保全 整備

40.0 38.4 40.5 40.2 40.9 39.4 42.9 32.4
保健・医療体制 保健・医療体制 緑や自然環境の 幹線道路や生活 幹線道路や生活 幹線道路や生活 保健・医療体制 幹線道路や生活

4位 の充実 の充実 保全 道路・歩道などの 道路・歩道などの 道路・歩道などの の充実 道路・歩道などの

整備 整備 整備 整備

35.6 37.0 38.8 31.7 37.0 39.4 42.9 29.7
防犯・防災体制 調和のとれた 保健・医療体制 観光客誘致の 観光客誘致の ・防犯・防災体制 文化財や歴史的 観光客誘致の

5位 の充実 都市的美観・ の充実 ための対策 ための対策 の充実 資源の保護・ ための対策

景観の向上 ・保健・医療体制 保全  等

35.2 35.5 32.2 31.5 34.6 の充実 28.6 27.0
30.3  

 地域別に見ると、西部地域・北部地域・月ヶ瀬地域は「緑や自然環境の保全」、中部地域・中央市

街地は「文化財や歴史的資源の保護・保全」、南部地域・東部地域・都祁地域は「高齢者・児童・障

がい者・低所得者福祉の充実」の施策の要望が最も多くなっている。 

また、西部地域・北部地域以外の地域では「幹線道路や生活道路・歩道などの整備」が５位以

内に入っており、特に中部地域では２位に入っている。西部地域・東部地域では「防犯・防災体

制の充実」が、北部地域では「調和のとれた都市的美観・景観の向上」が、中央市街地・南部

地域・月ヶ瀬地域・都祁地域では「観光客誘致のための対策」が、５位以内に入っている。（表

1-2-2） 
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２２２２．．．．文化文化文化文化････芸術活動分野芸術活動分野芸術活動分野芸術活動分野におけるにおけるにおけるにおける市民市民市民市民サービスサービスサービスサービスについてについてについてについて 
    

２２２２－－－－１１１１    「「「「文化文化文化文化・・・・芸術活動芸術活動芸術活動芸術活動」」」」においてにおいてにおいてにおいて求求求求めるめるめるめる情報情報情報情報・・・・サービスサービスサービスサービス    
    

問問問問３３３３    奈良市奈良市奈良市奈良市ではではではでは、、、、自主的自主的自主的自主的・・・・積極的積極的積極的積極的にににに何何何何かをやりたいとかをやりたいとかをやりたいとかをやりたいと考考考考えておられるえておられるえておられるえておられる市民市民市民市民のためにのためにのためにのために、、、、特特特特にににに「「「「文化文化文化文化・・・・芸術活芸術活芸術活芸術活動動動動」」」」

のののの分野分野分野分野においてにおいてにおいてにおいて、、、、情報発信情報発信情報発信情報発信、、、、相談相談相談相談・・・・体験体験体験体験のののの拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設についてについてについてについて検討検討検討検討していますしていますしていますしています。。。。あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、どのようなどのようなどのようなどのような情報情報情報情報、、、、

サービスサービスサービスサービスをををを求求求求められますかめられますかめられますかめられますか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○）））） 

    
図図図図 2222----1111（「（「（「（「文化文化文化文化・・・・芸術活動芸術活動芸術活動芸術活動」」」」においてにおいてにおいてにおいて求求求求めるめるめるめる情報情報情報情報・・・・サービスサービスサービスサービス    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

52.8

38.9

14.1

2.7

39.0

15.8

9.8

0 10 20 30 40 50 60

文化・芸術活動団体、イベント情報、
文化・芸術関連施設情報の提供

入門的な文化・芸術体験型事業の提供

文化・芸術活動の練習の場、発表の場の提供

文化・芸術活動に関する人材登録と活用

文化・芸術支援（相談）事業の提供

その他

無回答

(%)

 
 「文化・芸術活動」において求められている情報・サービスは、「文化・芸術活動団体、イベン

ト情報、文化・芸術関連施設情報の提供」が 52.8％と半数を超えており、情報の提供が大きく求め

られている。（図 2-1） 

 

 

表表表表 2222----1111----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    「「「「文化文化文化文化・・・・芸術活動芸術活動芸術活動芸術活動」」」」においてにおいてにおいてにおいて求求求求めるめるめるめる情報情報情報情報・・・・サービスサービスサービスサービス    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳
（n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

文化・芸術活動団体、 文化・芸術活動団体、 入門的な文化・芸術 文化・芸術活動団体、 文化・芸術活動団体、 文化・芸術活動団体、

イベント情報、文化・ イベント情報、文化・ 体験型事業の提供 イベント情報、文化・ イベント情報、文化・ イベント情報、文化・

1位 芸術関連施設情報の 芸術関連施設情報の 芸術関連施設情報の 芸術関連施設情報の 芸術関連施設情報の

提供 提供 提供 提供 提供

50.3 55.4 52.4 56.1 55.8 48.1
入門的な文化・芸術 入門的な文化・芸術 文化・芸術活動団体、 入門的な文化・芸術 文化・芸術活動の練習 文化・芸術活動の練習

体験型事業の提供 体験型事業の提供 イベント情報、文化・ 体験型事業の提供 の場、発表の場の提供 の場、発表の場の提供

2位 芸術関連施設情報の

提供

44.1 44.6 51.3 39.2 40.5 39.4
文化・芸術活動の練習 文化・芸術活動の練習 文化・芸術活動の練習 文化・芸術活動の練習 入門的な文化・芸術 入門的な文化・芸術

の場、発表の場の提供 の場、発表の場の提供 の場、発表の場の提供 の場、発表の場の提供 体験型事業の提供 体験型事業の提供

3位

41.6 38.1 37.1 37.1 34.5 26.9
文化・芸術活動に 文化・芸術活動に 文化・芸術活動に 文化・芸術活動に 文化・芸術支援（相談） 無回答

関する人材登録と活用 関する人材登録と活用 関する人材登録と活用 関する人材登録と活用 事業の提供

4位

20.5 13.5 17.2 20.7 15.8 20.8
文化・芸術支援（相談） 文化・芸術支援（相談） 文化・芸術支援（相談） 文化・芸術支援（相談） 文化・芸術活動に 文化・芸術支援（相談）

事業の提供 事業の提供 事業の提供 事業の提供 関する人材登録と活用 事業の提供

5位

16.1 10.0 10.1 15.8 12.6 16.7  

 年齢別にみると、全体では割合が２番目に多い「入門的な文化・芸術体験型事業の提供」が 40

～49 歳では最も高く 52.4％と半数を超えており、20～29 歳、30～39 歳でもそれぞれ 44.1％、44.6％

と半数近くになっており、比較的若い世代で望まれている。 

また、「文化・芸術活動団体、イベント情報、文化・芸術関連施設情報の提供」では 50～59 歳が

56.1％で最も高く、70 歳以上が 48.1％で最も低くなっている。（表 2-1-1） 
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３３３３．．．．路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににについてついてついてついて 
    

３３３３－－－－１１１１    路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙のののの現状現状現状現状についてについてについてについて    
    

問問問問４４４４    道路道路道路道路などなどなどなど、、、、野外野外野外野外のののの公共公共公共公共のののの場所場所場所場所でのでのでのでの喫煙喫煙喫煙喫煙（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙））））のののの現状現状現状現状についてについてについてについて、、、、どのようにどのようにどのようにどのように思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

（（（（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    

    
図図図図 3333----1111（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙のののの現状現状現状現状についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

 
無回答
1.3 %

特に問題は
ない

11.6 %

どちらでもよ
い

3.3 %

迷惑である
83.8 %

 

 

 

路上喫煙の現状について、「迷惑である」が

83.8％と８割を超えており、「特に問題はない」

は 11.6％と約１割となっている。（図 3-1） 

 

 

図図図図 3333----1111----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙のののの現状現状現状現状についてについてについてについて））））    

16.7

7.6

13.7

12.1

11.6

11.4

11.8

10.3

6.3

4.5

1.984.7

81.3

81.2

83.9

88.9

86.5

86.5

77.3

2.5

1.9

1.4

2.3

4.6

3.1

2.4

1.1

0.0

0.0

1.3

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

迷惑である 特に問題はない どちらでもよい 無回答

 
  

性別にみると、「迷惑である」が男性は 77.3％であるのに対し、女性は 88.9％と約９割となって

おり、逆に「特に問題はない」と答えた方は男性が 16.7％、女性が 7.6％となっており、男性の約

２割は問題ないと考えている。 

 年齢別にみると、「迷惑である」割合が最も高い年代は、30～39 歳と 40～49 歳で 86.5％となっ

ており、逆に最も低い年代は 50～59 歳の 81.2％となっている。「特に問題ない」割合が最も高い年

代は、20～29 歳で 13.7％となっており、逆に最も低い年代は 70 歳以上で 10.3％となっている。（図

3-1-1） 
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図図図図 3333----1111----2222（（（（喫煙状況別喫煙状況別喫煙状況別喫煙状況別    路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙のののの現状現状現状現状についてについてについてについて））））    

〈〈〈〈非喫煙者非喫煙者非喫煙者非喫煙者〉〉〉〉
無回答
0.8 %

特に問題は
ない
7.3 %

どちらでも
よい
2.2 %

迷惑である
89.6 %

〈〈〈〈喫煙者喫煙者喫煙者喫煙者〉〉〉〉 無回答
1.7 %

特に問題は
ない

34.5 %

どちらでも
よい
9.4 %

迷惑である
54.4 %

 
  

問７で質問している喫煙状況別にみると、「喫煙していない」と「以前は喫煙していたが、現在

は喫煙していない」を合わせた非喫煙者が 89.6％と約９割が「迷惑である」と答えている。一方、

「喫煙しているが、やめたいと思っている」と「喫煙しており、やめるつもりはない」を合わせた

喫煙者は 54.4％と半数以上の人が「迷惑である」と答えているが、「特に問題はない」と考えてい

る人も 34.5％となっている。（図 3-1-2） 

 

 

３３３３－－－－２２２２    喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににに対対対対してしてしてして迷惑迷惑迷惑迷惑とととと考考考考えているえているえているえている方方方方））））    
    

問問問問４４４４でででで「「「「１１１１．．．．迷惑迷惑迷惑迷惑であるであるであるである」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問４４４４－－－－１１１１    喫煙者喫煙者喫煙者喫煙者にににに対対対対してしてしてして、、、、どのようにどのようにどのようにどのように思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    

    
図図図図 3333----2222（（（（喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににに対対対対してしてしてして迷惑迷惑迷惑迷惑とととと考考考考えているえているえているえている方方方方））【））【））【））【n=1,562n=1,562n=1,562n=1,562】】】】    

無回答
0.5 %

所定の喫煙場所
以外では吸わない

でほしい
56.3 %

その他
2.9 %

路上喫煙は
しないでほしい

40.3 %

    
 

 路上喫煙に対して迷惑であると考えている方の中で、「所定の喫煙場所以外では吸わないでほし

い」と考えている人は 56.3％で最も多く、次いで「路上喫煙はしないでほしい（40.3％）」の順と

なっている。（図 3-2） 

 

 

 

 

 

    

n=1,531 n=287 
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図図図図 3333----2222----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににに対対対対してしてしてして迷惑迷惑迷惑迷惑とととと考考考考えているえているえているえている方方方方））））））））    
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58.1

59.2

54.1

3.7

2.4

3.5

2.7

2.3

3.342.6

37.9

38.9

38.5

41.2

43.7

39.6

38.7

2.0

4.2

0.0

0.6

0.3

0.4

0.8

0.6

1.5

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=623)

女性
(n=903)

20～29歳
(n=135)

30～39歳
(n=250)

40～49歳
(n=231)

50～59歳
(n=298)

60～69歳
(n=309)

70歳以上
(n=305)

路上喫煙はしないでほしい 所定の喫煙場所以外では吸わないでほしい その他 無回答

 
 

 路上喫煙に対して迷惑であると考えている人のなかにおいて、性別による大きな違いは見られない。 

年齢別にみると、「路上喫煙はしないでほしい」割合が最も高い年代は、40～49 歳で 43.7％

となっており、逆に最も低い年代は 60～69 歳の 37.9％となっている。「所定の喫煙場所以外で

は吸わないでほしい」割合が最も高い年代は、60～69 歳で 59.2％となっており、逆に最も低い

年代は 40～49 歳で 52.4％となっている。（図 3-2-1） 

    

    

３３３３－－－－３３３３    喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににに対対対対してしてしてして特特特特にににに問題問題問題問題ないとないとないとないと考考考考えているえているえているえている方方方方））））    
    

問問問問４４４４でででで「「「「２２２２．．．．特特特特にににに問題問題問題問題はないはないはないはない」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問４４４４－－－－２２２２    喫煙者喫煙者喫煙者喫煙者にににに対対対対してしてしてして、、、、どのようにどのようにどのようにどのように思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

図図図図 3333----3333（（（（喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上路上路上路上喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対してしてしてして特特特特にににに問題問題問題問題ないとないとないとないと考考考考えているえているえているえている方方方方））【））【））【））【n=216n=216n=216n=216】】】】    

おおむね喫煙マナーは
守られている

61.1 %

その他
14.4 % 現状で

かまわない
24.5 %

    
 路上喫煙に対して特に問題はないと考えている方の中で、「おおむね喫煙マナーは守られてい

る」と考えている人は 61.1％で最も多く、次いで「現状でかまわない（24.5％）」の順となってい

る。（図 3-3） 
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図図図図 3333----3333----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    喫煙喫煙喫煙喫煙にににに対対対対するするするする思思思思いいいい（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙にににに対対対対してしてしてして特特特特にににに問題問題問題問題ないとないとないとないと考考考考えているえているえているえている方方方方））））））））    

55.6

72.7

59.1

60.0

45.2

73.8

68.9

56.8

18.2

20.0

12.9

4.8

8.9

18.924.3

22.2

21.4

22.7

23.4

41.9

20.0

25.9

3.9

18.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=135)

女性
(n=77)

20～29歳
(n=22)

30～39歳
(n=35)

40～49歳
(n=31)

50～59歳
(n=42)

60～69歳
(n=45)

70歳以上
(n=37)

現状でかまわない おおむね喫煙マナーは守られている その他 無回答

 

  

性別にみると、「おおむね喫煙マナーは守られている」が男性は 55.6％であるのに対し、女性は

72.7％となっており、路上喫煙に対して特に問題ないと考えている女性の約７割はおおむね喫煙マ

ナーは守られていると考えている。 

 年齢別にみると、「現状でかまわない」割合が最も高い年代は、40～49歳で 41.9％となっており、

逆に最も低い年代は 30～39 歳の 20.0％となっている。「おおむね喫煙マナーは守られている」割合

が最も高い年代は、50～59 歳で 73.8％となっており、逆に最も低い年代は 40～49 歳で 45.2％とな

っている。（図 3-3-1） 
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３３３３－－－－４４４４    路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙によるによるによるによる被害被害被害被害などのなどのなどのなどの経験経験経験経験    
    

全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問５５５５    道路道路道路道路などなどなどなど、、、、野外野外野外野外のののの公共公共公共公共のののの場所場所場所場所でのでのでのでの喫煙喫煙喫煙喫煙（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙））））によりによりによりにより、、、、不快不快不快不快なななな思思思思いをしたことやいをしたことやいをしたことやいをしたことや被害被害被害被害をををを受受受受けたことやけたことやけたことやけたことや

受受受受けそうになったことがありますかけそうになったことがありますかけそうになったことがありますかけそうになったことがありますか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○）））） 

    
図図図図 3333----4444（（（（路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙によるによるによるによる被害被害被害被害などのなどのなどのなどの経験経験経験経験    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

73.1

12.8

10.1

4.1

60.7

11.2

6.4

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

吸い殻の散乱が見苦しい

煙やにおいで不快な思いをした

特に不快な思いや被害を受けたことはない

衣服やかばんなどをこがされた、またはこがされそうになった

火傷を負わされた、または負わされそうになった

タバコの火の不始末による火災（ぼや）があった

その他

無回答

(%)

 

 路上喫煙により、不快な思いや被害を受けた（受けそうになった）ことがある中で最も多いのは、

「吸い殻の散乱が見苦しい」で 73.1％、次いで「煙やにおいで不快な思いをした（60.7％）」で、

この２つが大きく占めている。以下「特に不快な思いや被害を受けたことはない（12.8％）」「衣服

やかばんなどをこがされた、またはこがされそうになった（11.2％）」の順となっている。（図 3-4） 

 

 

図図図図 3333----4444----1111（（（（性別性別性別性別    路上喫煙路上喫煙路上喫煙路上喫煙によるによるによるによる被害被害被害被害などのなどのなどのなどの経験経験経験経験    複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

2.9

6.1

10.5

50.5

4.6

9.2

16.6

73.4

68.7

2.3

6.6

3.5

10.9

11.8

9.8

72.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

吸い殻の散乱が見苦しい

煙やにおいで不快な思いをした

特に不快な思いや被害を受けたことはない

衣服やかばんなどをこがされた、またはこがされそうになった

火傷を負わされた、または負わされそうになった

タバコの火の不始末による火災（ぼや）があった

その他

無回答

(%)

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

 
 

 性別にみると、「煙やにおいで不快な思いをした」で男性が 50.5％に対し、女性が 68.7％と女性

の方が不快な思いをしている割合が高くなっている。一方、「特に不快な思いや被害を受けたこと

はない」では、男性が 16.6％に対し女性が 9.8％となっている。その他の項目では性別間であまり

差は見られない。（図 3-4-1） 
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３３３３－－－－５５５５    路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例についてについてについてについて    
    

問問問問６６６６    路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ）））） 

    
 

図図図図 3333----5555（（（（路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,n=1,n=1,n=1,863863863863】】】】    

無回答
2.5 %

条例の制定は必要ない
15.9 %

わからない
8.6 %

条例を制定すべきである
72.9 %

 
路上喫煙防止条例について、約７割（72.9％）の人が「条例を制定すべきである」と考えており、

「条例の制定は必要ない」は 15.9％となっている。（図 3-5） 

 

 
図図図図 3333----5555----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例についてについてについてについて））））    

22.0

10.8

17.4

14.5

13.5

19.1

16.3

13.6

9.9

7.6

9.7

9.8

8.4

8.173.6

72.1

67.8

72.0

77.3

76.8

76.8

67.5

9.6

7.8

4.7

3.2

3.3

0.0

1.0

2.3

0.6

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

条例を制定すべきである 条例の制定は必要ない わからない 無回答

 

 

 性別にみると、「条例を制定すべきである」が男性は 67.5％であるのに対し、女性は 77.3％とな

っており、女性の方が条例の制定を望む声が多い。 

 年齢別にみると、「条例を制定すべきである」割合が最も高い年代は、30～39 歳と 40～49 歳で

76.8％となっており、「条例の制定は必要ない」の割合が最も高い年代は、50～59 歳で 19.1％とな

っている。（図 3-5-1） 
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図図図図 3333----5555----2222（（（（喫煙状況別喫煙状況別喫煙状況別喫煙状況別    路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例路上喫煙防止条例についてについてについてについて））））    

〈〈〈〈非喫煙者非喫煙者非喫煙者非喫煙者〉〉〉〉 無回答
1.4 %

条例の制
定は必要

ない
10.8 %

わからない
7.8 %

条例を制定
すべきであ

る
79.9 %

〈〈〈〈喫煙者喫煙者喫煙者喫煙者〉〉〉〉 無回答
1.4 %

条例の制
定は必要

ない
44.3 %

わからない
13.6 %

条例を制定
すべきであ

る
40.8 %

 
 

喫煙状況別にみると、「条例を制定すべきである」は非喫煙者で 79.9％と約８割であり、喫煙者

は 40.8％と約４割の人が制定をすべきと答えている。しかし、喫煙者では、「条例の制定は必要な

い」と答えている人の方が 44.3％と多くなっている。（図 3-5-2） 

 

 

 

 

３３３３－－－－６６６６    喫煙状況喫煙状況喫煙状況喫煙状況についてについてについてについて    
    

問問問問７７７７    あなたのあなたのあなたのあなたの喫煙状況喫煙状況喫煙状況喫煙状況をおをおをおをお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    

    
 

図図図図 3333----6666（（（（喫煙状況喫煙状況喫煙状況喫煙状況についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

喫煙しており、やめるつ
もりはない

8.2 %

以前は喫煙していたが、
現在は喫煙していない

18.8 %

無回答
2.4 %

喫煙しているが、やめた
いと思っている

7.2 %

喫煙していない
63.3 %

 
 

「喫煙していない（63.3％）」と「以前は喫煙していたが、現在は喫煙していない（18.8％）」を

合わせた現在喫煙していない人は 82.1％と８割を超えており、「喫煙しているが、やめたいと思っ

ている（7.2％）」と「喫煙しており、やめるつもりはない（8.2％）」を合わせた喫煙者（15.4％）

を大きく上回っている。（図 3-6） 

 

 

 

 

 

 

    

n=1,531 n=287 



- 32 - 

図図図図 3333----6666----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    喫煙状況喫煙状況喫煙状況喫煙状況についてについてについてについて））））    

33.3

7.5

12.4

14.9

14.2

14.2

23.9

27.8

8.1

5.5

9.7

8.7

7.4

4.455.8

60.8

64.0

70.2

82.9

65.9

69.2

38.8

3.2

12.0

5.8

5.8

10.4

10.1

8.7

3.9

9.3

13.4

6.1

2.1

2.7

0.0

1.7

0.0

2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

喫煙していない 以前は喫煙していたが、現在は喫煙していない
喫煙しているが、やめたいと思っている 喫煙しており、やめるつもりはない
無回答

 
 

性別にみると、「喫煙しているが、やめたいと思っている」と「喫煙しており、やめるつもりは

ない」を合わせた喫煙者は男性で 25.4％であり、女性の 7.1％を大きく上回っている。 

年代別にみると、「以前は喫煙していたが、現在は喫煙していない」は、60 歳以上で２割を超え

ている。逆に「喫煙していない人」は、年齢が下がるにつれて高くなっており、20～29 歳では 70.2％

となっている。また、「喫煙しているが、やめたいと思っている」と「喫煙しており、やめるつも

りはない」を合わせた喫煙者の割合が最も高いのは 40～49 歳で 19.8％となっている。（図 3-6-1） 
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４４４４．．．．ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににについてついてついてついて 
    

４４４４－－－－１１１１    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況    
    

問問問問８８８８    あなたのあなたのあなたのあなたのボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みをおみをおみをおみをお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
※※※※ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動とはとはとはとは、、、、自分自分自分自分のののの自発的自発的自発的自発的なななな意思意思意思意思にににに基基基基づいてづいてづいてづいて地域地域地域地域やややや社会社会社会社会にににに貢献貢献貢献貢献するためするためするためするため、、、、時間時間時間時間やややや知識知識知識知識、、、、労力労力労力労力、、、、技術技術技術技術なななな

どをどをどをどを提供提供提供提供することをいいますすることをいいますすることをいいますすることをいいます。。。。        

    
図図図図 4444----1111（（（（ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

9.3

3.4

15.6

8.4

20.7

36.1

3.1

3.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

すでに活動している

活動をしたことがある

したことはないが、ぜひしてみたい

したことはないが、機会があればしてみたい

してみたいとは思わない

わからない

その他

無回答

(%)

 
 ボランティア活動への取り組み状況で、「すでに活動している（9.3％）」と「活動をしたことが

ある（20.7％）」を合わせた参加経験者は 30.0％であるが、「したことはないが、機会があればして

みたい（36.1％）」と「したことはないが、ぜひしてみたい（3.4％）」を合わせた参加意欲がある

人は 39.5％となっている。（図 4-1） 

  

 
図図図図 4444----1111----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況））））
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その他 無回答
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 性別にみると、男女間では大きな差は見られないが、参加経験者（「すでに活動している」と「活

動をしたことがある」を合わせた数値）、参加意欲がある人（「したことはないが、ぜひしてみたい」

と「したことはないが、機会があればしてみたい」を合わせた数値）はともに、女性が若干上回っ

ている。 

 年齢別にみると、参加経験者で最も高い割合を示しているのが 20～29 歳で 34.1％となっており、

次いで「60～69 歳（32.9％）」「40～49 歳（31.4％）」の順となっている。参加意欲がある人で最も

高い割合を示しているのが 30～39 歳で 49.4％となっており、次いで「50～59 歳（46.9％）」「40～

49 歳（43.0％）」の順となっている。（図 4-1-1） 
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その他 無回答

 
 

職業別にみると、参加経験者で最も高い割合を示しているのが「農林漁業」で 47.4％と約半数で

あるが、「してみたいとは思わない」と答えている人も 31.6％と多くなっている。次いで高い割合

を示しているのは「学生（40.0％）」「家事従事（36.2％）」の順となっている。参加意欲がある人

で最も高い割合を示しているのが「その他（非常勤職員等）」で 48.5％となっており、次いで「常

勤の従業員（47.1％）」「パート・アルバイト（44.6％）」の順となっている。 

参加経験者・参加意欲を合わせた数値で最も高い割合を示している職業は「学生（82.2％）」で

８割を超えており、次いで「パート・アルバイト（75.7％）」「家事従事（75.3％）」の順となって

いる。（図 4-1-2） 
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４４４４－－－－２２２２    活動活動活動活動しているしているしているしている（（（（していたしていたしていたしていた））））ボランティアボランティアボランティアボランティア活活活活動動動動のののの種類種類種類種類    
    

問問問問８８８８でででで「「「「１１１１．．．．すでにすでにすでにすでに活動活動活動活動しているしているしているしている」、「」、「」、「」、「２２２２．．．．活動活動活動活動をしたことがあるをしたことがあるをしたことがあるをしたことがある」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問８８８８－－－－１１１１    あなたがあなたがあなたがあなたが行行行行ったったったった、、、、またはまたはまたはまたは行行行行っているっているっているっている活動活動活動活動はははは何何何何ですかですかですかですか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 4444----2222（（（（活動活動活動活動しているしているしているしている（（（（していたしていたしていたしていた））））ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=559n=559n=559n=559】】】】    
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国際交流（協力）に関する活動

保健・医療・衛生に関する活動

公共施設での活動

その他

無回答

(%)

 
 

 

 活動している（していた）ボランティア活動では「青少年健全育成に関する活動」が 29.3％と最

も高く、次いで「自然・環境保護に関する活動（27.9％）」「体育・スポーツ・文化に関する活動

（26.1％）」「社会福祉に関する活動（22.9％）」の順となっている。（図 4-2） 
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性別にみると、男性より女性の割合が高い活動は、「社会福祉に関する活動」「募金活動、チャリ

ティーバザー」「青少年健全育成に関する活動」となっており、それぞれ 12.7、9.3、5.5 ポイント

高くなっている。また、男性の割合が高い活動は、「自然・環境保護に関する活動」「交通安全に関

する活動」「体育・スポーツ・文化に関する活動」「自然防災活動や災害援助活動」となっており、

それぞれ 8.7、8.3、7.8、6.5 ポイント高くなっている。 

また、上位３項目でも男性と女性では大きく異なり、男性は「自然・環境保護に関する活動

（32.8％）」「体育・スポーツ・文化に関する活動（30.6％）」「青少年健全育成に関する活動（26.7％）」

の順になっているのに対し、女性は「青少年健全育成に関する活動（32.2％）」「社会福祉に関する

活動（28.6％）」「募金活動、チャリティーバザー（27.0％）」の順となっている。（図 4-2-1） 

 

 

 
表表表表 4444----2222----2222（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    活動活動活動活動しているしているしているしている（（（（していたしていたしていたしていた））））ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    

20～29歳

（n=55)

30～39歳

(n=71)

40～49歳

(n=84)

50～59歳

(n=101)

60～69歳

(n=125)

70歳以上

(n=108)

社会福祉に関する 青少年健全育成に 青少年健全育成に 自然・環境保護に 青少年健全育成に 自然・環境保護に

1位 活動 関する活動 関する活動 関する活動 関する活動 関する活動

40.0 38.0 45.2 33.7 28.8 29.6
体育・スポーツ・文化 募金活動、 体育・スポーツ・文化 青少年健全育成に 自然・環境保護に その他

2位 に関する活動 チャリティーバザー に関する活動 関する活動 関する活動

30.9 28.2 39.3 25.7 28.0 21.3
青少年健全育成に 体育・スポーツ・文化 自然・環境保護に 体育・スポーツ・文化 募金活動、 青少年健全育成に

3位 関する活動 に関する活動 関する活動 に関する活動 チャリティーバザー 関する活動

27.3 23.9 27.4 24.8 27.2 18.5
募金活動、 社会福祉に関する 募金活動、 社会福祉に関する 社会福祉に関する 体育・スポーツ・文化

4位 チャリティーバザー 活動 チャリティーバザー 活動 活動 に関する活動

27.3 21.1 26.2 22.8 26.4 17.6
自然・環境保護に 自然・環境保護に 社会福祉に関する 募金活動、 体育・スポーツ・文化 社会福祉に関する

5位 関する活動 関する活動 活動 チャリティーバザー に関する活動 活動

25.5 19.7 19.0 17.8 25.6 15.7  
  

年齢別にみると、20～29 歳は「社会福祉に関する活動」、30～39 歳・40～49 歳・60～69 歳は「青

少年健全育成に関する活動」、50～59 歳・70 歳以上は「自然・環境保護に関する活動」が最も多く

なっている。 

２位では、20～29 歳・40～49 歳は「体育・スポーツ・文化に関する活動」、30～39 歳は「募金活

動、チャリティーバザー」、50～59 歳は「青少年健全育成に関する活動」、60～69 歳は「自然・環

境保護に関する活動」となっている。 

また、20～29 歳では「社会福祉に関する活動」が１位となっているが、他の年代では４・５位と

順位が大きく下がっている。一方、「自然・環境保護に関する活動」は 20～39 歳では５位となって

いるが、40 歳以上は、上位に位置し、50～59 歳・70 歳以上では１位となっている。 

60～69 歳は１位と５位までの割合の差が 3.2 ポイントと少なく、各分野において活動されている

と思われる。（表 4-2-2） 
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４４４４－－－－３３３３    活動活動活動活動してみたいしてみたいしてみたいしてみたいボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    
    

問問問問８８８８でででで「「「「３３３３．．．．ぜひしてみたいぜひしてみたいぜひしてみたいぜひしてみたい」、「」、「」、「」、「４４４４．．．．機会機会機会機会があればしてみたいがあればしてみたいがあればしてみたいがあればしてみたい」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問８８８８－－－－２２２２    今後今後今後今後、、、、どのようなどのようなどのようなどのようなボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動をしてみたいとをしてみたいとをしてみたいとをしてみたいと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 4444----3333（（（（活動活動活動活動してみたいしてみたいしてみたいしてみたいボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=737n=737n=737n=737】】】】    

1.4

2.8

5.7

9.4

10.4

36.8

22.5

16.8

15.5

22.7

21.6

13.6

11.3

10.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

自然・環境保護に関する活動

社会福祉に関する活動

公共施設での活動
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交通安全に関する活動

募金活動、チャリティーバザー

国際交流（協力）に関する活動

わからない

その他

無回答

(%)

 
 

活動してみたいボランティア活動では「自然・環境保護に関する活動」が 36.8％と最も高く、次

いで「社会福祉に関する活動（22.7％）」「公共施設での活動（22.5％）」「体育・スポーツ・文化に

関する活動（21.6％）」の順となっている。（図 4-3） 

 

 
図図図図 4444----3333----1111（（（（性別性別性別性別    活動活動活動活動してみたいしてみたいしてみたいしてみたいボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答））））    
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無回答
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性別にみると、男性より女性の割合が高い活動は、「社会福祉に関する活動」「生涯学習活動への

指導、運営協力などの活動」「募金活動、チャリティーバザー」「保健・医療・衛生に関する活動」

となっており、それぞれ 15.1、14.7、6.6、5.2 ポイント高くなっている。また、男性の割合が高

い活動は、「自然防災活動や災害援助活動」「体育・スポーツ・文化に関する活動」「自然・環境保

護に関する活動」「交通安全に関する活動」となっており、それぞれ 12.8、11.9、10.7、9.7 ポイ

ント高くなっている。 

また、上位３項目では、男性は「自然・環境保護に関する活動（43.0％）」「体育・スポーツ・文

化に関する活動（28.5％）」「公共施設での活動（21.5％）」の順になっているのに対し、女性は「自

然・環境保護に関する活動（32.3％）」「社会福祉に関する活動（29.3％）」「公共施設での活動

（23.5％）」の順となっている。（図 4-3-1） 

 

 

 

 
表表表表 4444----3333----2222（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    活動活動活動活動してみたいしてみたいしてみたいしてみたいボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    

20～29歳

（n=69)

30～39歳

(n=143)

40～49歳

(n=115)

50～59歳

(n=172)

60～69歳

(n=152)

70歳以上

(n=74)

体育・スポーツ・文化 自然・環境保護に 自然・環境保護に 自然・環境保護に 自然・環境保護に 自然・環境保護に

1位 に関する活動 関する活動 関する活動 関する活動 関する活動 関する活動

33.3 38.5 38.3 40.1 36.8 29.7
自然・環境保護に 体育・スポーツ・文化 公共施設での活動 社会福祉に関する 社会福祉に関する 交通安全に関する

2位 関する活動 に関する活動 活動 活動 活動

31.9 30.1 32.2 30.2 21.7 21.6
青少年健全育成に 青少年健全育成に 体育・スポーツ・文化 公共施設での活動 公共施設での活動 公共施設での活動

3位 関する活動 関する活動 に関する活動

26.1 25.9 31.3 23.3 20.4 12.2
生涯学習活動への 公共施設での活動 青少年健全育成に 生涯学習活動への 生涯学習活動への 生涯学習活動への

4位 指導、運営協力などの 関する活動 指導、運営協力などの 指導、運営協力などの 指導、運営協力などの

活動 活動 活動 活動

23.2 22.4 22.6 19.8 15.8 12.2
公共施設での活動 社会福祉に関する 社会福祉に関する 体育・スポーツ・文化 体育・スポーツ・文化 募金活動、

5位 活動 活動 に関する活動 に関する活動 チャリティーバザー

21.7 22.4 22.6 16.3 14.5 12.2  
 

 年齢別にみると、ほとんどの年代で「自然・環境保護に関する活動」が最も多くなっているが、

20～29 歳では「体育・スポーツ・文化に関する活動」が１位（33.3％）となっている。また、「青

少年健全育成に関する活動」では 20～29 歳・30～39 歳では３位、40～49 歳では４位と年齢が若い

程割合が高くなっており、50 歳以上では５位以内に入っていない。70 歳以上では全体で９位の「交

通安全に関する活動」が２位（21.6％）に入っており、全体で 10 位の「募金活動、チャリティー

バザー」が５位（12.2％）となっている。（表 4-3-2） 
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４４４４－－－－４４４４    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動をしたくないをしたくないをしたくないをしたくない理由理由理由理由    
    

問問問問８８８８でででで「「「「５５５５．．．．してみたいとはしてみたいとはしてみたいとはしてみたいとは思思思思わないわないわないわない」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問８８８８－－－－３３３３    してみたいとしてみたいとしてみたいとしてみたいと思思思思わないわないわないわない理由理由理由理由をおをおをおをお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 4444----4444（（（（ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動をしたくないをしたくないをしたくないをしたくない理由理由理由理由    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=n=n=n=290290290290】】】】    

56.6

13.1

5.9

2.4

25.5

5.9

20.0

1.4

0 10 20 30 40 50 60

するための時間がない

興味がない

参加する機会がない

参加方法がわからない

知っている人がいないから参加できない

わからない

その他

無回答

(%)

 
 

ボランティア活動をしてみたいと思わない理由では「するための時間がない」が 56.6％と最も高

く、次いで「興味がない（25.5％）」「参加する機会がない（13.1％）」の順となっている。（図 4-4） 

 

 

 
図図図図 4444----4444----1111（（（（性別性別性別性別    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動をしたくないをしたくないをしたくないをしたくない理由理由理由理由    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=290n=290n=290n=290】】】】    

59.7

22.2

53.2

16.3

6.4

2.8

27.7

7.8

17.7

2.1

2.1

0.7

5.6

4.2

10.4

22.9

0 10 20 30 40 50 60

するための時間がない

興味がない

参加する機会がない

参加方法がわからない

知っている人がいないから参加できない

わからない

その他

無回答

(%)

男性（N=141)

女性（N=144)

 
 

性別にみると、男性より女性の割合が高い理由は、「するための時間がない」で 6.5 ポイント高

くなっている。また、それ以外の理由は男性の割合が高くなっている。（図 4-4-1） 
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表表表表 4444----4444----2222（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動をしたくないをしたくないをしたくないをしたくない理由理由理由理由    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳

（n=22)

30～39歳

(n=46)

40～49歳

(n=46)

50～59歳

(n=54)

60～69歳

(n=46)

70歳以上

(n=72)

するための時間がない するための時間がない するための時間がない するための時間がない するための時間がない その他

1位
50.0 76.1 71.7 79.6 43.5 38.9

興味がない 興味がない 興味がない 興味がない その他 するための時間がない

2位
36.4 32.6 28.3 20.4 28.3 27.8

その他 参加する機会がない 知っている人がいない 参加する機会がない 興味がない 興味がない

3位 から参加できない

22.7 19.6 13.0 13.0 21.7 20.8
参加する機会がない その他 その他 参加方法がわからない 参加する機会がない 参加する機会がない

4位
18.2 8.7 10.9 3.7 19.6 8.3

わからない 参加方法がわからない ・参加する機会がない ・知っている人がいな 参加方法がわからない ・参加方法がわから

・参加方法がわから いから参加できない ない

5位 ない ・わからない ・知っている人がいな

・その他 いから参加できない

9.1 6.5 6.5 3.7 6.5 6.9  
年齢別にみると、「興味がない」と答えた人は年齢が高いほど、割合が低くなっている。「するた

めの時間がない」と答えた人は 30～59 歳で７割を超え、50～59 歳では 79.6％と最も高くなってい

る。逆に 70 歳以上が最も低く 27.8％となっている。（表 4-4-2） 

 

 

４４４４－－－－５５５５    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動推進活動推進活動推進活動推進のためののためののためののための施策施策施策施策    

 

全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問９９９９    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動推進活動推進活動推進活動推進のためにはのためにはのためにはのためには、、、、どのようなどのようなどのようなどのような施策施策施策施策をををを充実充実充実充実させるべきだとさせるべきだとさせるべきだとさせるべきだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

（（（（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））        

    
図図図図 4444----5555（（（（ボランティアボランティアボランティアボランティア活動推進活動推進活動推進活動推進のためののためののためののための施策施策施策施策    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

4.5

1.5

47.3

30.9

27.2

25.0

38.8

28.0

20.0

5.4

3.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

情報をもっと提供する

活動希望者に情報提供・相談
を行う組織や施設を整備する

学校教育において重視する

養成・研修の機会を充実させる

活動をする者と受け入れる者とを結
び付けるコーディネーターを養成する

ボランティア団体・グループに
対して経済的な支援を行う

ボランティア保険への加入を推進す
るなど、事故などへの対応を整備する

わからない

特にない

その他

無回答

(%)

 
ボランティア活動推進のために充実すべき施策では「情報をもっと提供する」が 47.3％と約半数

で最も高く、次いで「活動希望者に情報提供・相談を行う組織や施設を整備する（38.8％）」「学校

教育において重視する（30.9％）」「養成・研修の機会を充実させる（28.0％）」の順となっている。

（図 4-5） 
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表表表表 4444----5555----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    ボランテボランテボランテボランティアィアィアィア活動推進活動推進活動推進活動推進のためののためののためののための施策施策施策施策    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳

（n=161)

30～39歳

(n=289)

40～49歳

(n=267)

50～59歳

(n=367)

60～69歳

(n=380)

70歳以上

(n=360)

情報をもっと提供する 情報をもっと提供する 情報をもっと提供する 情報をもっと提供する 情報をもっと提供する 活動希望者に情報提供

・相談を行う組織や

1位 施設を整備する

57.1 56.4 53.6 54.5 40.8 34.4
学校教育において重視 活動希望者に情報提供 活動希望者に情報提供 活動希望者に情報提供 活動希望者に情報提供 情報をもっと提供する

する ・相談を行う組織や ・相談を行う組織や ・相談を行う組織や ・相談を行う組織や

2位 施設を整備する 施設を整備する 施設を整備する 施設を整備する

42.2 38.8 41.2 42.8 40.0 31.1
活動希望者に情報提供 学校教育において重視 学校教育において重視 活動をする者と受け入 養成・研修の機会 学校教育において重視

・相談を行う組織や する する れる者とを結び付ける を充実させる する

3位 施設を整備する コーディネーターを養成

する

36.6 33.6 40.4 31.6 29.7 28.9
ボランティア団体・ 活動をする者と受け入 養成・研修の機会 養成・研修の機会 ボランティア団体・ 養成・研修の機会

グループに対して れる者とを結び付ける を充実させる を充実させる グループに対して を充実させる

4位 経済的な支援を行う コーディネーターを養成 経済的な支援を行う

する

29.2 27.3 34.1 31.1 27.4 22.5
活動をする者と受け入 ボランティア団体・ 活動をする者と受け入 学校教育において重視 活動をする者と受け入 活動をする者と受け入

れる者とを結び付ける グループに対して れる者とを結び付ける する れる者とを結び付ける れる者とを結び付ける

5位 コーディネーターを養成 経済的な支援を行う コーディネーターを養成 コーディネーターを養成 コーディネーターを養成

する する する する

27.3 26.6 32.2 27.8 25.5 21.1  
年齢別にみると、ほとんどの年代で「情報をもっと提供する」が最も多くなっているが、年齢が

上がるにつれて割合が少なくなっており、70 歳以上では「活動希望者に情報提供・相談を行う組織

や施設を整備する」が最も多く 34.4％となっている。 

２位では、20～29 歳は「学校教育において重視する」、30～69 歳は「活動希望者に情報提供・相

談を行う組織や施設を整備する」、70 歳以上は「情報をもっと提供する」となっている。 

また、40 歳以上では「養成・研修の機会を充実させる」が、４位以内に入ってきている。（表 4-5-1） 

 

 

 

４４４４－－－－６６６６    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思うううう条件条件条件条件    
    

問問問問１０１０１０１０    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思うううう条件条件条件条件はははは何何何何ですかですかですかですか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 4444----6666（（（（ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思うううう条件条件条件条件    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    
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ボランティア活動に必要だと思う条件では、「時間にしばりがなく、いつでも参加できる」が最

も高く、54.9％となっている。次いで「しみんだよりやホームページで活動を紹介・ＰＲする

（47.2％）」「活動のために必要な知識や技術を習得する機会（講習会等）がある（37.8％）」の順

となっている。（図 4-6） 

 
表表表表 4444----6666----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思うううう条件条件条件条件    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    

20～29歳

（n=161)

30～39歳

(n=289)

40～49歳

(n=267)

50～59歳

(n=367)

60～69歳

(n=380)

70歳以上

(n=360)

時間にしばりがなく、 時間にしばりがなく、 時間にしばりがなく、 時間にしばりがなく、 時間にしばりがなく、 しみんだよりやホーム

1位 いつでも参加できる いつでも参加できる いつでも参加できる いつでも参加できる いつでも参加できる ページで活動を紹介・

PRする

58.4 55.7 64.4 62.4 53.4 40.8
どんなボランティア活動 しみんだよりやホーム しみんだよりやホーム しみんだよりやホーム しみんだよりやホーム 時間にしばりがなく、

2位 があるかホームページ ページで活動を紹介・ ページで活動を紹介・ ページで活動を紹介・ ページで活動を紹介・ いつでも参加できる

で検索できる PRする PRする PRする PRする

49.7 55.4 46.1 52.0 45.0 39.7
しみんだよりやホーム どんなボランティア活動 どんなボランティア活動 活動のために必要な知 活動のために必要な知 活動のために必要な知

3位 ページで活動を紹介・ があるかホームページ があるかホームページ 識や技術を習得する機 識や技術を習得する機 識や技術を習得する機

PRする で検索できる で検索できる 会（講習会等）がある 会（講習会等）がある 会（講習会等）がある

46.0 43.6 41.9 43.6 38.4 27.8
助言や指導を行う 活動のために必要な知 活動のために必要な知 どんなボランティア活動 どんなボランティア活動 助言や指導を行う

4位 リーダーがいる 識や技術を習得する機 識や技術を習得する機 があるかホームページ があるかホームページ リーダーがいる

会（講習会等）がある 会（講習会等）がある で検索できる で検索できる

41.0 41.5 40.4 36.8 27.6 23.1
活動のために必要な知 助言や指導を行う 助言や指導を行う 助言や指導を行う 助言や指導を行う ボランティア同士

5位 識や技術を習得する機 リーダーがいる リーダーがいる リーダーがいる リーダーがいる の交流の場がある

会（講習会等）がある

35.4 31.5 37.1 31.9 25.3 21.4  
年齢別にみると、ほとんどの年代で「時間にしばりがなく、いつでも参加できる」が最も多く、

特に 40～49 歳と 50～59 歳では６割を超えているが、70 歳以上では「しみんだよりやホームページ

で活動を紹介・ＰＲする」が 40.8％で最も多くなっている。 

また、「どんなボランティア活動があるかホームページで検索できる」は、20～29 歳では２位

（49.7％）と多くなっているが、年齢が上がるにつれてその割合が低くなっている。また、70 歳以

上では「ボランティア同士の交流の場がある（21.4％）」が５位以内に入ってきている。（表 4-6-1） 

 

 

５５５５．．．．人権啓発人権啓発人権啓発人権啓発についてについてについてについて 
    

５５５５－－－－１１１１    人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事「「「「虹虹虹虹のひろばのひろばのひろばのひろば」」」」についてについてについてについて    
    

問問問問１１１１１１１１    奈良市奈良市奈良市奈良市がががが発行発行発行発行しているしているしているしている広報誌広報誌広報誌広報誌「「「「しみんだよりしみんだよりしみんだよりしみんだより」」」」のののの人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事「「「「虹虹虹虹のひろばのひろばのひろばのひろば」」」」をををを読読読読まれたことはありますまれたことはありますまれたことはありますまれたことはあります

かかかか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    

    
図図図図 5555----1111（（（（人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事「「「「虹虹虹虹のひろばのひろばのひろばのひろば」」」」についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

無回答
2.0 %

読んだことが
ない

34.1 %

見たことが
ない

12.3 %

読んだことが
ある

51.6 %

 

  

 

人権啓発記事「虹のひろば」について、「読ん

だことがある」が約半数の 51.6％と最も多く、

「読んだことがない」は 34.1％となっている。

「見たことがない」は 12.3％となっている。

（図 5-1） 
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図図図図 5555----1111----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事人権啓発記事「「「「虹虹虹虹のひろばのひろばのひろばのひろば」」」」についてについてについてについて））））    

37.7

30.8

40.4

38.4

38.2

32.4

31.1

28.6

33.5

16.6

12.7

9.0

9.7

5.860.3

56.6

58.0

26.1

55.4

47.6

44.3

46.9

11.6

13.6

5.3

2.6

0.5

1.5

0.7

2.2

0.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

読んだことがある 読んだことがない 見たことがない 無回答

 
 性別にみると、「読んだことがある」では男性（46.9％）より女性（55.4％）の方が高くなって

いる。認知度（「読んだことがある」と「読んだことがない」を合わせた数値）でも男性（84.6％）

より女性（86.2％）の方が高くなっているが、差は小さくなっている。 

 年齢別にみると、「読んだことがある」では「20～29 歳」は 26.1％と 3 割に満たないが、年齢が

上がるにつれ割合が高くなっており、「70 歳以上」では 60.3％と約 6 割の人が「読んだことがある」

と回答している。（図 5-1-1） 

 

 

５５５５－－－－２２２２    毎月毎月毎月毎月 11111111 日日日日のののの「「「「人権人権人権人権をををを確確確確かめあうかめあうかめあうかめあう日日日日」」」」のののの認知度認知度認知度認知度    
    

問問問問１２１２１２１２    毎月毎月毎月毎月 11111111 日日日日がががが「「「「人権人権人権人権をををを確確確確かめあうかめあうかめあうかめあう日日日日」」」」であることをごであることをごであることをごであることをご存知存知存知存知ですかですかですかですか。。。。    

    
図図図図 5555----2222（（（（毎月毎月毎月毎月 11111111 日日日日のののの「「「「人権人権人権人権をををを確確確確かめあうかめあうかめあうかめあう日日日日」」」」のののの認知度認知度認知度認知度）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

知らない
64.3 %

無回答
2.1 %

知っている
33.6 %

 
 毎月 11 日が「人権を確かめあう日」と知っている人は 33.6％と約３分の１となっており、「知ら

ない」が 64.3％となっている。（図 5-2） 
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図図図図 5555----2222----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    毎月毎月毎月毎月 11111111 日日日日のののの「「「「人権人権人権人権をををを確確確確かめあうかめあうかめあうかめあう日日日日」」」」のののの認知度認知度認知度認知度））））    

63.0

65.2

66.5

67.1

66.3

67.8

62.6

57.236.9

34.7

31.6

33.5

32.5

33.0

31.8

35.4

5.8

2.6

0.5

0.7

1.0

2.4

0.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

知っている 知らない 無回答

 
  

性別にみると、「知っている」と答えた人は、女性（32.5％）と比べて男性（35.4％）の方が 2.9

ポイント高くなっている。 

 年齢別にみると、「知っている」と答えた年代が最も高いのは 70 歳以上で 36.9％となっており、

逆に最も低い年代は 50～59 歳で 31.6％となっている。（図 5-2-1） 

 

 

５５５５－－－－３３３３    奈良市奈良市奈良市奈良市がががが開催開催開催開催しているしているしているしている人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業のののの認知度認知度認知度認知度    
    

問問問問１３１３１３１３    奈良市奈良市奈良市奈良市がががが開催開催開催開催しているしているしているしている人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業をごをごをごをご存知存知存知存知ですかですかですかですか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 5555----3333（（（（奈良市奈良市奈良市奈良市がががが開催開催開催開催しているしているしているしている人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業のののの認知度認知度認知度認知度    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

17.3

5.9

5.2

4.3

13.0

5.6

2.6

60.9

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70

毎月11日の「人権を確かめあう日」街頭啓発

人権ふれあいのつどい

文化の夕べ

なら外国文化交流のつどい

人権ふれあいカーニバル・コンサート

人権ふれあいフォトコンテスト

ハートフルシアター

知らない

無回答

(%)

 



- 45 - 

 奈良市が開催している人権啓発事業で、最も認知されている事業は「毎月 11 日の「人権を確か

めあう日」街頭啓発」で 17.3％となっており、次いで「人権ふれあいのつどい（13.0％）」「文化の

夕べ（5.9％）」「なら外国文化交流のつどい（5.6％）」の順となっている。しかし、「知らない」と

答えた人が全体の約６割（60.9％）となっており、質問にあげた人権啓発事業の認知度が低くなっ

ている。（図 5-3） 

  
表表表表 5555----3333----1111（（（（地域別地域別地域別地域別    奈良市奈良市奈良市奈良市がががが開催開催開催開催しているしているしているしている人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業人権啓発事業のののの認知度認知度認知度認知度    複数回答複数回答複数回答複数回答））））【【【【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    

西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

「人権を確かめ 「人権を確かめ 「人権を確かめ 「人権を確かめ 「人権を確かめ 人権ふれあいの 「人権を確かめ 「人権を確かめ

1位 あう日」街頭啓発 あう日」街頭啓発 あう日」街頭啓発 あう日」街頭啓発 あう日」街頭啓発 つどい あう日」街頭啓発 あう日」街頭啓発

14.6 13.0 22.3 18.5 25.2 36.4 28.6 24.3
人権ふれあいの 文化の夕べ 文化の夕べ 人権ふれあいの 人権ふれあいの 「人権を確かめ 人権ふれあいの 人権ふれあいの

2位 つどい つどい つどい あう日」街頭啓発 つどい つどい

11.0 10.9 5.8 15.5 23.6 33.3 28.6 10.8
なら外国文化交流 人権ふれあいの なら外国文化交流 人権ふれあいカー 人権ふれあいカー 人権ふれあいカー なら外国文化交流 人権ふれあいフォ

3位 のつどい つどい のつどい ニバル・コンサート ニバル・コンサート ニバル・コンサート のつどい トコンテスト

6.9 10.1 5.0 6.6 10.2 15.2 14.3 8.1
文化の夕べ なら外国文化交流 人権ふれあいの 人権ふれあいフォ 文化の夕べ 文化の夕べ 文化の夕べ なら外国文化交流

4位 のつどい つどい トコンテスト のつどい

5.6 5.1 4.1 6.4 7.1 9.1 14.3 2.7
人権ふれあいカー ハートフルシアター 人権ふれあいフォ 文化の夕べ なら外国文化交流 人権ふれあいフォ 人権ふれあいカー ハートフルシアター

5位 ニバル・コンサート トコンテスト のつどい トコンテスト ニバル・コンサート

3.9 5.1 3.3 4.9 6.3 6.1 14.3 2.7
人権ふれあいフォ 人権ふれあいカー 人権ふれあいカー なら外国文化交流 ハートフルシアター ハートフルシアター 人権ふれあいフォ 文化の夕べ

6位 トコンテスト ニバル・コンサート ニバル・コンサート のつどい トコンテスト

3.5 4.3 2.5 4.3 6.3 6.1 0.0 0.0
ハートフルシアター 人権ふれあいフォ ハートフルシアター ハートフルシアター 人権ふれあいフォ なら外国文化交流 ハートフルシアター 人権ふれあいカー

7位 トコンテスト トコンテスト のつどい ニバル・コンサート

1.3 2.2 0.8 3.4 3.9 0.0 0.0 0.0

知らない 知らない 知らない 知らない 知らない 知らない 知らない 知らない

65.9 63.8 57.9 57.4 47.2 48.5 42.9 54.1  
 地域別にみると、ほとんどの地域で「毎月 11 日の「人権を確かめあう日」街頭啓発」が最も多

くなっているが、東部地域では「人権ふれあいのつどい」が 36.4％で最も高くなっている。質問に

あげた人権啓発事業を「知らない」と答えた割合が５割を上回っている地域は、西部地域（65.9％）、

北部地域（63.8％）、中部地域（57.9％）、中央市街地（57.4％）、都祁地域（54.1％）で認知度は

低くなっている。（表 5-3-1） 

 

 

５５５５－－－－４４４４    人権問題人権問題人権問題人権問題にににに理解理解理解理解をををを深深深深めるためのめるためのめるためのめるための取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを支援支援支援支援するするするする補助制度補助制度補助制度補助制度についてについてについてについて    
    

問問問問１４１４１４１４    人権問題人権問題人権問題人権問題にににに理解理解理解理解をををを深深深深めるためのめるためのめるためのめるための取取取取りりりり組組組組みみみみ（（（（イベントイベントイベントイベント等等等等））））をををを支援支援支援支援するするするする補助制度補助制度補助制度補助制度があればがあればがあればがあれば活用活用活用活用されますかされますかされますかされますか。。。。    

    
図図図図 5555----4444（（（（人権問題人権問題人権問題人権問題にににに理解理解理解理解をををを深深深深めるためのめるためのめるためのめるための取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを支援支援支援支援するするするする補助制度補助制度補助制度補助制度についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

活用しない
69.8 %

無回答
9.8 %

活用する
20.4 %

 

 

 人権問題に理解を深めるための取り組み（イ

ベント等）を支援する補助制度を「活用する」

と答えた人は 20.4％と約２割しかおらず、逆に

「活用しない」と答えた人は 69.8％となってい

る。（図 5-4） 

 



- 46 - 

図図図図 5555----4444----1111（（（（性性性性・・・・年齢別年齢別年齢別年齢別    人権問題人権問題人権問題人権問題にににに理解理解理解理解をををを深深深深めるためのめるためのめるためのめるための取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを支援支援支援支援するするするする補助制度補助制度補助制度補助制度についてについてについてについて））））    

66.6

72.8

78.9

74.7

74.2

71.4

69.7

58.118.1

21.3

21.8

18.6

18.0

21.0

20.8

23.3

23.9

8.9

6.8

4.9

4.5

9.2

2.5

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

活用する 活用しない 無回答

 
  

性別にみると、「活用する」と答えた人は女性（18.0％）と比べて男性（23.3％）の方が 5.3 ポ

イント多くなっている。 

 年齢別にみると、「活用する」割合が最も高い年代は 50～59 歳で 21.8％、最も低い年代は 70 歳

以上で 18.1％と年代間で大きな差は見られない。（図 5-4-1） 

 

 

６６６６．．．．災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者のののの把握把握把握把握についてについてについてについて 
    

６６６６－－－－１１１１    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者のののの把握状況把握状況把握状況把握状況    
    

問問問問１５１５１５１５    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者があなたのがあなたのがあなたのがあなたの近所近所近所近所におられますかにおられますかにおられますかにおられますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

 

図図図図 6666----1111（（（（災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者のののの把握状況把握状況把握状況把握状況）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

無回答
1.9 %

いない
24.4 %

わからない
46.9 %

いる
26.8 %

 

  

 

 

 

近所での災害時要援護者の把握状況は、「わ

からない」が 46.9％と約半数となっており、

「いる」と「いない」を合わせた、把握してい

る（51.2％）とほぼ同数となっている。また、

近所に災害時要援護者が「いる」人は 26.8％と

なっている。（図 6-1） 
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図図図図 6666----1111----1111（（（（家族構成家族構成家族構成家族構成・・・・地域別地域別地域別地域別    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者のののの把握状況把握状況把握状況把握状況））））

45.5

32.4

20.3

27.2

25.2

20.7

11.5

23.2

22.5

25.6

26.0

29.9

27.3

14.3

24.3

51.3

41.2

50.5

41.8

26.9

50.1

55.8

39.7

46.4

33.9

18.2

28.6

37.8

7.7

4.1

3.1

9.1

5.4

57.1

25.3

33.1

30.6

21.0

25.9

34.8

29.2

53.8

23.6

24.7

0.0

2.3

0.7

0.8

2.7

0.7

2.5

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身

(n=158)

夫婦のみ

(n=486)

二世代世帯

(n=961)

三世代世帯

(n=184)

その他

(n=26)

西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

いる いない わからない 無回答

 
  

家族構成別にみると、「わからない」割合が最も高い世帯は、単身世帯で 51.3％となっており、

次いで二世代世帯（50.5％）となっており、５割を超えている。逆に、「把握している割合」が最

も高い世帯は「その他世帯（兄弟で住んでいる、四世代世帯等）」で 65.3％となっており、次いで

夫婦のみ（56.4％）、三世代世帯（55.5％）となっている。（図 6-1-1） 

 地域別にみると、「わからない」割合が最も高い地域は、北部地域で 55.8％となっており、次い

で西部地域（50.1％）、中央市街地（46.4％）の順となっている。逆に、「把握している割合」が最

も高い地域は東部地域で 72.8％と７割を超える人が把握しており、次いで月ヶ瀬地域（71.4％）、

南部地域（63.0％）の順となっている。また、災害時要援護者が「いる」割合が最も高い地域は、

月ヶ瀬地域で 57.1％となっており、次いで東部地域（45.5％）、南部地域（33.1％）、都祁地域（32.4％）

の順となっている。（図 6-1-1） 
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６６６６－－－－２２２２    災害発生時災害発生時災害発生時災害発生時のののの援助援助援助援助のののの可否可否可否可否    
    

問問問問１５１５１５１５でででで「「「「１１１１．．．．いるいるいるいる」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問１５１５１５１５－－－－１１１１    災害発生時災害発生時災害発生時災害発生時にあなたはそのにあなたはそのにあなたはそのにあなたはその方方方方々々々々にににに何何何何らかのらかのらかのらかの援助援助援助援助ができますかができますかができますかができますか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 6666----2222（（（（災害発災害発災害発災害発生時生時生時生時のののの援助援助援助援助のののの可否可否可否可否    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=500n=500n=500n=500】】】】    

83.0

43.0

3.2

2.0

57.0

24.0

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

声掛け（安否確認）

避難所への誘導

救助、救出

その方の親戚等への連絡

できない

その他

無回答

(%)

 

 

近所に災害時要援護者が「いる」と答えた人に、災害時に何らかの援助ができるかと尋ねたとこ

ろ、「声掛け（安否確認）」が 83.0％で最も多く、次いで「避難所への誘導（57.0％）」、「救助、救

出（43.0％）」の順となっている。また、「できない」と答えた人は 3.2％となっている。（図 6-2） 
 

 

表表表表 6666----2222----1111（（（（家族構成家族構成家族構成家族構成・・・・地域別地域別地域別地域別    災害発生時災害発生時災害発生時災害発生時のののの援助援助援助援助のののの可否可否可否可否    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
声掛け

（安否確認） 救助、救出 避難所への誘導
その方の親戚等

への連絡 その他 できない 無回答
単身

(n=39) 82.1 23.1 25.6 25.6 0.0 5.1 5.1
夫婦のみ
(n=142) 88.7 39.4 56.3 26.1 2.1 4.2 0.7

二世代世帯
(n=227) 81.1 45.8 61.7 18.9 2.6 1.8 1.3

三世代世帯
(n=64) 76.6 45.3 54.7 31.3 1.6 6.3 0.0
その他
(n=14) 85.7 57.1 64.3 35.7 0.0 0.0 0.0

西部地域
（n=226) 85.0 43.8 58.4 21.2 2.2 3.1 1.8

北部地域
（n=29) 72.4 48.3 51.7 17.2 6.9 6.9 0.0

中部地域
（n=37) 78.4 37.8 56.8 29.7 2.7 0.0 5.4

中央市街地
（n=119) 85.7 39.5 58.8 24.4 0.0 4.2 0.0

南部地域
（n=42) 81.0 45.2 50.0 31.0 2.4 4.8 0.0

東部地域
（n=15) 73.3 46.7 53.3 33.3 0.0 0.0 0.0

月ヶ瀬地域
（n=4) 100.0 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0

都祁地域
（n=12) 66.7 58.3 41.7 33.3 8.3 0.0 0.0  

 

 家族構成別にみると、「声掛け（安否確認）」はどの世帯でも変わらず多くなっているが、「救助、

救出」では、二世代世帯（45.8％）・三世代世帯（45.3％）・その他世帯（兄弟で住んでいる、四世

代世帯等）（57.1％）は約５割の人ができると答えているが、夫婦のみ（39.4％）、単身世帯（23.1％）

は他の世帯と比べて割合が低くなっている。また、「避難所への誘導」では、ほとんどの世帯で５

割を超える人ができると答えているが、単身世帯（25.6％）のみ３割以下となっている。 

地域別にみると、「救助、救出」では、都祁地域（58.3％）が他の地域と比べて高くなっている。

（表 6-2-1） 
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６６６６－－－－３３３３    災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握のためののためののためののための名簿名簿名簿名簿のののの必要性必要性必要性必要性    
    

全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問１６１６１６１６    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者をををを把握把握把握把握するためするためするためするため、、、、名簿名簿名簿名簿のののの作成作成作成作成はははは必要必要必要必要とととと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

    

図図図図 6666----3333（（（（災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握のためののためののためののための名簿名簿名簿名簿のののの必要性必要性必要性必要性）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

無回答
1.9 %

必要だとは
思わない

10.3 %

わからない
14.8 %

必要だと思う
73.1 %

 

 

約７割（73.1％）の人が、災害時要援護者を

把握するための名簿の作成を「必要だと思う」

と答えており、「必要だとは思わない（10.3％）」

を大きく上回っている。（図 6-3） 

    

図図図図 6666----3333----1111（（（（家族構成家族構成家族構成家族構成・・・・地域別地域別地域別地域別    災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握のためののためののためののための名簿名簿名簿名簿のののの必要性必要性必要性必要性））））

71.4

7.6

12.1

9.9

12.0

3.8

11.2

10.9

9.9

9.4

8.7

12.1

10.8

13.8

15.7

9.1

14.3

13.5

7.7

67.6

75.8

75.3

73.2

75.2

68.1

72.2

77.7

72.4

73.1

72.2

74.7

0.0

11.6

20.3

15.2

15.4

13.2

16.8

8.2

14.6

8.1

14.3

3.2

2.3

1.1

2.2

1.4

0.7

3.3

1.5

2.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身

(n=158)

夫婦のみ

(n=486)

二世代世帯

(n=961)

三世代世帯

(n=184)

その他

(n=26)

西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

必要だと思う 必要だとは思わない わからない 無回答

 
 家族構成別にみると、「必要だと思う」割合が最も高い世帯は、三世代世帯で 77.7％となってお

り、次いで単身世帯（74.7％）、その他世帯（兄弟で住んでいる、四世代世帯等）（73.1％）の順と

なっている。また、「必要だとは思わない」割合が最も高い世帯は、夫婦のみで 12.1％となってお

り、次いで三世代世帯（12.0％）、二世代世帯（9.9％）の順となっている。 

 地域別にみると、「必要だと思う」割合が最も高い地域は、東部地域で 75.8％となっており、北

部地域、都祁地域を除き、７割を超えている。また、「必要だとは思わない」割合が最も高い地域

も、東部地域で 12.1％となっており、次いで西部地域（11.2％）、北部地域（10.9％）の順となっ

ている。（図 6-3-1） 
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図図図図 6666----3333----2222（（（（災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者がががが近所近所近所近所にいるかどうかにいるかどうかにいるかどうかにいるかどうか別別別別    災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握災害時要援護者把握のたのたのたのためのめのめのめの名簿名簿名簿名簿のののの必要性必要性必要性必要性））））    

10.3

9.8

14.5

80.8

72.2

73.1

8.4

12.6

14.8

0.7

1.0

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる
(n=500)

いない
(n=454)

わからない
(n=874)

必要だと思う 必要だとは思わない わからない 無回答

 
 災害時要援護者が近所にいるかどうか別にみると、「必要だと思う」割合は、災害時要援護者が

近所に「いる」と答えた方（73.1％）よりも「いない」と答えた方（80.8％）の方が 7.7 ポイント

高くなっている。（図 6-3-2） 

    

    

６６６６－－－－４４４４    災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿のののの作成主体作成主体作成主体作成主体についてについてについてについて    
    

問問問問１６１６１６１６でででで「「「「1111．．．．必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思うううう」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問１６１６１６１６－－－－１１１１    災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿はははは、、、、どこがどこがどこがどこが中心中心中心中心となってとなってとなってとなって作成作成作成作成すべきだとすべきだとすべきだとすべきだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ）））） 
 

図図図図 6666----4444（（（（災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿のののの作成主体作成主体作成主体作成主体についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,361n=1,361n=1,361n=1,361】】】】    

市が中心と
なるべきだ

8.1 %

市と地域が
協働して作
成すべきだ

72.5 %

無回答
0.2 %

地域が中心
となるべきだ

18.4 %

その他
0.7 %

 

災害時要援護者を把握するための名簿の作成

を「必要だと思う」と答えた人に、名簿はどこ

が中心となって作成すべきか尋ねたところ、

「市と地域が協働して作成すべきだ」が 72.5％

と最も多く、次いで「地域が中心となるべきだ

（18.4％）」、「市が中心となるべきだ（8.1％）」

の順となっている。（図 6-4） 

    

図図図図 6666----4444----1111（（（（地域別地域別地域別地域別    災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿のののの作成主体作成主体作成主体作成主体についてについてについてについて））））

18.5

14.9

22.0

15.5

22.6

20.0

60.0

36.08.0

0.0

8.5

5.3

4.0

7.5

6.6

8.2

56.0

40.0

72.0

69.9

78.7

70.3

75.7

71.9

4.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.3

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域

（n=631)

北部地域

（n=94)

中部地域

（n=91)

中央市街地

（n=354)

南部地域

（n=93)

東部地域

（n=25)

月ヶ瀬地域

（n=5)

都祁地域

（n=25)

市が中心となるべきだ 地域が中心となるべきだ 市と地域が協働して作成すべきだ その他 無回答
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地域別にみると、「市が中心となるべきだ」と答えた人の割合が全体より高い地域は、西部地域

（8.2％）、中央市街地（8.5％）となっており、「地域が中心となるべきだ」と答えた人の割合が全

体より高い地域は、西部地域（18.5％）、中部地域（22.0％）、南部地域（22.6％）、東部地域（20.0％）、

月ヶ瀬地域（60.0％）、都祁地域（36.0％）となっており、「市と地域が協働して作成すべきだ」と

答えた人の割合が全体より高い地域は、北部地域（78.7％）、中央市街地（75.7％）となっている。

（図 6-4-1） 

 

 

６６６６－－－－５５５５    災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿がががが必要必要必要必要でないでないでないでない理由理由理由理由    
    

問問問問１６１６１６１６でででで「「「「２２２２．．．．必要必要必要必要だとはだとはだとはだとは思思思思わないわないわないわない」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問１６１６１６１６－－－－２２２２    災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿がががが必要必要必要必要でないでないでないでない理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    

    
図図図図 6666----5555（（（（災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿災害時要援護者名簿がががが必要必要必要必要でないでないでないでない理由理由理由理由    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=191n=191n=191n=191】】】】    

74.3

11.5

39.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

名簿まで作成せず、地域で把握していればよい

個人情報に関することだから

その他

無回答

(%)

 
 

災害時要援護者を把握するための名簿の作成を「必要だとは思わない」と答えた人に、名簿が必

要でない理由を尋ねたところ、「名簿まで作成せず、地域で把握していればよい」が 74.3％で最も

多く、次いで「個人情報に関することだから（39.3％）」の順となっている。（図 6-5） 
 

 

６６６６－－－－６６６６    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを地域防災地域防災地域防災地域防災関係関係関係関係団体団体団体団体にににに提供提供提供提供することについてすることについてすることについてすることについて    
    

全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問１７１７１７１７    市市市市がががが把握把握把握把握しているしているしているしている災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを地域防災関係団体地域防災関係団体地域防災関係団体地域防災関係団体にににに提供提供提供提供することについてどのようすることについてどのようすることについてどのようすることについてどのよう

にににに思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

図図図図 6666----6666（（（（災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを地域防災地域防災地域防災地域防災関係関係関係関係団体団体団体団体にににに提供提供提供提供することについてすることについてすることについてすることについて）【）【）【）【n=1,n=1,n=1,n=1,863863863863】】】】    

無回答
7.1 %

提供すべき
ではない

9.3 %

その他
7.9 %

災害時等に
備えるためで
あり提供す

べきだ
75.6 %

 

 災害時要援護者に関する情報を地域防災関係

団体に提供することについて、約８割の 75.6％

の人が「災害時等に備えるためであり提供すべ

きだ」と答えており、「提供すべきではない

（9.3％）」を大きく上回っている。（図 6-6） 
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図図図図 6666----6666----1111（（（（地域別地域別地域別地域別    災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者災害時要援護者にににに関関関関するするするする情報情報情報情報をををを地域防災地域防災地域防災地域防災関係関係関係関係団体団体団体団体にににに提供提供提供提供することについてすることについてすることについてすることについて））））

9.5

11.6

8.3

9.6

11.8

3.0

5.481.1

71.4

74.7

76.1

78.8

76.4

76.9

75.4

0.0

2.7

0.0

9.1

5.5

8.7

5.0

8.9

8.4

9.1

6.8

10.8

28.6

6.3

6.8

3.6

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

災害時等に備えるためであり提供すべきだ 提供すべきではない その他 無回答

 
  

地域別に見ると、「災害時等に備えるためであり提供すべきだ」と考えている人が最も多い地域

は、都祁地域で 81.1％となっており、次いで東部地域（78.8％）、中部地域（76.9％）の順となっ

ている。また、「提供すべきではない」と答えた割合が最も多い地域は、南部地域で 11.8％となっ

ており、次いで北部地域（11.6％）、中央市街地（9.6％）の順となっている。（図 6-6-1） 
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７７７７．．．．子育子育子育子育てててて支援策支援策支援策支援策のののの現状現状現状現状についてについてについてについて 
    

７７７７－－－－１１１１    子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業のののの認知度認知度認知度認知度    
    

問問問問１８１８１８１８    奈良市奈良市奈良市奈良市のののの子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業についておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。全全全全てのてのてのての項目項目項目項目についてについてについてについて、、、、あなたがあなたがあなたがあなたが、、、、①①①①ごごごご存知存知存知存知のののの事業事業事業事業、、、、

をおをおをおをお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    
 

図図図図 7777----1111（（（（子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業のののの認知度認知度認知度認知度）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

73.4

76.0

60.9

50.2

56.0

67.6

75.0

15.9

15.5

14.7

14.3

16.7

16.58.5

35.1

8.1

15.7

29.6

23.6

10.8 15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ファミリー・サポート・センター事業

つどいの広場事業 

地域子育て支援センター

児童館

保育所や幼稚園の園庭開放等

子育て短期支援事業

子育て支援アドバイザー運営事業

知っている 知らない 無回答

 奈良市の子育て支援事業の中で、最も認知度が高い事業は「児童館」で 35.1％であり、次いで「保

育所や幼稚園の園庭開放等（29.6％）」「地域子育て支援センター（23.6％）」の順となっている。

また、最も認知度が低い事業は「つどいの広場事業（8.1％）」となっている。（図 7-1）  

  

●●●●地域別認知度地域別認知度地域別認知度地域別認知度    

図図図図 7777----1111----1111（（（（地域別地域別地域別地域別    ファミリーファミリーファミリーファミリー・・・・サポートサポートサポートサポート・・・・センターセンターセンターセンター事業事業事業事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

75.1

78.3

75.2

72.8

62.2

60.6

85.7

73.0

10.1

17.4

15.5

22.8

30.3

14.3

24.32.7

0.0

11.7

11.6

9.1

15.0

7.4

10.9 14.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

 

また、各事業を地域別にみると、「ファミリー・サポート・センター事業」では、南部地域が 15.0％

と最も高い認知率であり、次いで中央市街地（11.7％）、北部地域（11.6％）の順となっている。（図

7-1-1） 
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図図図図 7777----1111----2222（（（（地域別地域別地域別地域別    つどいのつどいのつどいのつどいの広場事業広場事業広場事業広場事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

78.3

79.0

76.0

75.3

66.9

69.7

85.7

73.0

8.0

17.4

16.8

19.7

30.3

14.3

24.32.7

0.0

7.9

13.0

0.0

13.4

6.6

7.2 14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
    

「つどいの広場事業」では、南部地域が 13.4％と最も高くなっており、次いで北部地域（13.0％）、

中央市街地（7.9％）の順となっている。（図 7-1-2）    

    

    
図図図図 7777----1111----3333（（（（地域別地域別地域別地域別    地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンターのののの認知度認知度認知度認知度））））    

65.0

64.5

62.0

58.1

48.8

36.4

85.7

56.8

9.4

16.5

16.0

22.0

27.3

14.3

24.318.9

0.0

26.0

26.1

36.4

29.1

21.5

21.3 13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
 

「地域子育て支援センター」では、東部地域が 36.4％と最も高くなっており、次いで南部地域

（29.1％）、北部地域（26.1％）の順となっている。（図 7-1-3） 
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図図図図 7777----1111----4444（（（（地域別地域別地域別地域別    児童館児童館児童館児童館のののの認知度認知度認知度認知度））））    

57.3

51.4

52.9

41.9

29.1

42.4

71.4

62.2

9.4

14.9

15.1

17.3

27.3

14.3

24.313.5

14.3

43.0

39.1

30.3

53.5

32.2

29.2 13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
 

「児童館」では、南部地域が 53.5％と最も高くなっており、次いで中央市街地（43.0％）、北部

地域（39.1％）の順となっている。（図 7-1-4） 

    

    
図図図図 7777----1111----5555（（（（地域別地域別地域別地域別    保育所保育所保育所保育所やややや幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園のののの園庭開放園庭開放園庭開放園庭開放等等等等のののの認知度認知度認知度認知度））））    

57.0

56.5

52.1

58.5

50.4

33.3

85.7

56.8

10.1

17.4

14.7

16.5

27.3

14.3

24.318.9

0.0

26.8

33.3

39.4

33.1

30.6

30.3 12.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
 

「保育所や幼稚園の園庭開放等」では、東部地域が 39.4％と最も高くなっており、次いで北部地

域（33.3％）、南部地域（33.1％）の順となっている。（図 7-1-5） 
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図図図図 7777----1111----6666（（（（地域別地域別地域別地域別    子育子育子育子育てててて短期支援事業短期支援事業短期支援事業短期支援事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

70.0

68.1

66.9

66.2

62.2

54.5

85.7

70.3

11.6

17.4

16.8

22.8

27.3

14.3

24.35.4

0.0

17.0

20.3

18.2

15.0

15.7

14.9 15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
「子育て短期支援事業」では、北部地域が 20.3％と最も高くなっており、次いで東部地域（18.2％）、

中央市街地（17.0％）の順となっている。（図 7-1-6）    
    

    

図図図図 7777----1111----7777（（（（地域別地域別地域別地域別    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー運営事業運営事業運営事業運営事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

75.4

82.6

76.9

75.7

67.7

63.6

85.7

73.0

10.1

18.2

17.0

22.8

30.3

14.3

24.32.7

0.0

7.2

7.2

6.1

9.4

5.0

10.0 14.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

知っている 知らない 無回答

    
    

「子育て支援アドバイザー運営事業」では、西部地域が 10.0％と最も高くなっており、次いで南

部地域（9.4％）、北部地域、中央市街地（7.2％）の順となっている。（図 7-1-7） 
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●●●●年齢別認知度年齢別認知度年齢別認知度年齢別認知度    

図図図図 7777----1111----8888（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    ファミリーファミリーファミリーファミリー・・・・サポートサポートサポートサポート・・・・センターセンターセンターセンター事業事業事業事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

84.5

72.7

80.9

81.2

72.9

56.9

4.2

4.1

9.3

21.3

39.2

12.4

15.0

5.8

3.9

23.2

9.5

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
    

各事業を年齢別にみると、「ファミリー・サポート・センター事業」では、30～39 歳が 23.2％と

最も高い認知率であり、次いで 40～49 歳（15.0％）、20～29 歳（12.4％）の順となっている。（図

7-1-8）    

    

    
図図図図 7777----1111----9999（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    つどいのつどいのつどいのつどいの広場事業広場事業広場事業広場事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

88.2

78.9

89.9

85.8

69.7

55.6

4.5

4.1

9.3

20.8

40.6

4.9

16.6

3.9

9.5

6.0

9.3 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
    

「つどいの広場事業」では、30～39 歳が 16.6％と最も高くなっており、次いで 60～69 歳（9.5％）、

20～29 歳（9.3％）の順となっている。 

また、他の事業では低い 60～69 歳の認知度が２位と高くなっている。（図 7-1-9）    
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図図図図 7777----1111----10101010（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンターのののの認知度認知度認知度認知度））））    

70.8

56.4

73.0

65.7

60.8

47.5

4.2

4.1

7.4

21.1

40.0

27.0

39.4

12.5

18.2

22.8

26.1 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
 

「地域子育て支援センター」では、30～39 歳が 39.4％と最も高くなっており、次いで 50～59 歳

（27.0％）、20～29 歳（26.1％）の順となっている。（図 7-1-10） 

 

    
図図図図 7777----1111----11111111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    児童館児童館児童館児童館のののの認知度認知度認知度認知度））））    

57.8

55.0

50.6

50.7

51.6

41.9

3.5

3.0

7.1

20.0

38.9

42.2

41.5

19.2

28.4

46.4

39.1 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
 

「児童館」では、40～49 歳が 46.4％と最も高くなっており、次いで 50～59 歳（42.2％）、30～

39 歳（41.5％）の順となっている。 

また、他の事業では認知度が最も高い 30～39歳が、「児童館」では３番目の認知度となっている。

（図 7-1-11） 
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図図図図 7777----1111----12121212（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    保育所保育所保育所保育所やややや幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園のののの園庭開放園庭開放園庭開放園庭開放等等等等のののの認知度認知度認知度認知度））））    

70.8

46.0

56.6

68.1

57.4

44.7

3.5

3.4

7.9

19.2

36.7

24.0

50.5

18.6

23.4

40.1

26.1 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
    

「保育所や幼稚園の園庭開放等」では、30～39 歳が 50.5％と最も高くなっており、次いで 40～

49 歳（40.1％）、20～29 歳（26.1％）の順となっている。（図 7-1-12）    

    

    
図図図図 7777----1111----13131313（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    子育子育子育子育てててて短期支援事業短期支援事業短期支援事業短期支援事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

83.2

65.1

75.7

74.4

66.3

52.5

4.5

4.9

9.3

22.6

41.1

16.3

30.4

6.4

11.1

19.5

13.0 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
    

「子育て短期支援事業」では、30～39 歳が 30.4％と最も高くなっており、次いで 40～49 歳

（19.5％）、50～59 歳（16.3％）の順となっている。（図 7-1-13） 

 

 

 

 
    

    

    

    

    

    

    

    

    



- 60 - 

図図図図 7777----1111----14141414（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー運営事業運営事業運営事業運営事業のののの認知度認知度認知度認知度））））    

88.8

79.6

86.1

81.7

71.1

55.6

3.8

4.9

9.3

22.9

40.6

9.0

16.6

3.9

6.1

9.0

7.5 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=161)

30～39歳
（n=289)

40～49歳
（n=267)

50～59歳
（n=367)

60～69歳
（n=380)

70歳以上
（n=360)

知っている 知らない 無回答

    
「子育て支援アドバイザー運営事業」では、30～39 歳が 16.6％と最も高くなっており、次いで

40～49 歳、50～59 歳（9.0％）の順となっている。（図 7-1-14）    

    

    

    

７７７７－－－－２２２２    子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業のののの利用利用利用利用度度度度    
    

問問問問１８１８１８１８    奈良市奈良市奈良市奈良市のののの子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業についておについておについておについてお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。全全全全てのてのてのての項目項目項目項目についてについてについてについて、、、、あなたがあなたがあなたがあなたが、、、、②②②②利用利用利用利用したことがしたことがしたことがしたことが

あるあるあるある事業事業事業事業、、、、をおをおをおをお選選選選びくださいびくださいびくださいびください。。。。    
 

図図図図 7777----2222（（（（子育子育子育子育てててて支援事業支援事業支援事業支援事業のののの利用利用利用利用度度度度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

84.1

77.5

82.5

75.3

61.2

89.4

85.5

10.6

9.1

10.1

8.0

6.8

6.38.2

14.5

11.9

3.8

30.8

8.4

10.0 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ファミリー・サポート・センター事業
（n=201)

つどいの広場事業
（n=151) 

地域子育て支援センター
（n=440)

児童館
（n=653)

保育所や幼稚園の園庭開放等
（n=552)

子育て短期支援事業
（n=293)

子育て支援アドバイザー運営事業
（n=159)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

  
奈良市の子育て支援事業の中で、最も利用度（各事業を知っている人のみ）が高い事業は「保育

所や幼稚園の園庭開放等」で 30.8％であり、次いで「児童館（14.5％）」「つどいの広場事業（11.9％）」

の順となっている。また、最も利用度が低い事業は「子育て短期支援事業（3.8％）」となっている。

（図 7-2） 
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●●●●年齢別年齢別年齢別年齢別利用利用利用利用度度度度    

 
図図図図 7777----2222----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    ファミリーファミリーファミリーファミリー・・・・サポートサポートサポートサポート・・・・センターセンターセンターセンター事業事業事業事業のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

65.0

86.6

95.0

80.0

81.8

85.7

4.5

11.4

4.5

7.1

20.0

5.0

13.6

7.1

9.0

8.6

0.0

15.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=20)

30～39歳
（n=67)

40～49歳
（n=40)

50～59歳
（n=35)

60～69歳
（n=22)

70歳以上
（n=14)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
 

また、各事業を年齢別にみると、「ファミリー・サポート・センター事業」では、20～29 歳が 20.0％

と最も高い利用度であり、次いで 60～69 歳（13.6％）、30～39 歳（9.0％）の順となっている。 

また、「ファミリー・サポート・センター事業」は、20～29 歳では各事業の中で最も利用度が高

い事業となっている。（図 7-2-1） 

    

    
図図図図 7777----2222----2222（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    つどいのつどいのつどいのつどいの広場事業広場事業広場事業広場事業のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

73.3

87.5

75.0

55.6

83.3

78.6

6.3

27.8

5.6

21.4

16.7

6.3

0.0

11.1

25.0

13.3

0.0

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=15)

30～39歳
（n=48)

40～49歳
（n=16)

50～59歳
（n=18)

60～69歳
（n=36)

70歳以上
（n=14)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
    

「つどいの広場事業」では、40～49 歳が 25.0％と最も高くなっており、次いで 50～59 歳（16.7％）、

20～29 歳（13.3％）の順となっている。 

また、30～39 歳では、他の事業では１～３位の利用度であるが、「つどいの広場事業」のみ５位

と低い利用度となっている。（図 7-2-2）    
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図図図図 7777----2222----3333（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    地域子育地域子育地域子育地域子育てててて支援支援支援支援センターセンターセンターセンターのののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

83.3

77.2

85.2

86.9

85.5

80.0

7.0

9.8

8.1

8.7

15.6

5.1

15.8

4.4

5.8

4.9

9.5 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=42)

30～39歳
（n=114)

40～49歳
（n=61)

50～59歳
（n=99)

60～69歳
（n=69)

70歳以上
（n=45)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
    

「地域子育て支援センター」では、30～39 歳が 15.8％と最も高くなっており、次いで 20～29 歳

（9.5％）、60～69 歳（5.8％）の順となっている。（図 7-2-3）    

    

    

図図図図 7777----2222----4444（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    児童館児童館児童館児童館のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

74.6

72.5

74.2

74.2

82.4

73.9

8.3

6.5

11.6

8.3

23.2

14.2

19.2

2.9

9.3

19.4

19.0 6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=63)

30～39歳
（n=120)

40～49歳
（n=124)

50～59歳
（n=155)

60～69歳
（n=108)

70歳以上
（n=69)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
 

「児童館」では、40～49 歳が 19.4％と最も高くなっており、次いで 30～39 歳（19.2％）、20～

29 歳（19.0％）の順となっている。（図 7-2-4）    
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図図図図 7777----2222----5555（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    保育所保育所保育所保育所やややや幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園のののの園庭開放園庭開放園庭開放園庭開放等等等等のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

69.0

43.8

59.8

75.0

70.8

70.1

4.8

8.0

12.4

17.9

17.0

51.4

11.9

16.9

38.3

23.8

1.9

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=42)

30～39歳
（n=146)

40～49歳
（n=107)

50～59歳
（n=88)

60～69歳
（n=89)

70歳以上
（n=67)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
 

「保育所や幼稚園の園庭開放等」では、30～39 歳が 51.4％と過半数を超えており、次いで 40～

49 歳（38.3％）、20～29 歳（23.8％）の順となっている。（図 7-2-5）    

    

    
図図図図 7777----2222----6666（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    子育子育子育子育てててて短期支援事業短期支援事業短期支援事業短期支援事業のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

90.5

92.0

98.1

88.3

81.0

82.6

4.5

6.7

11.9

17.4

5.0

3.4

0.0

7.1

1.9

0.0

0.0

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=21)

30～39歳
（n=88)

40～49歳
（n=52)

50～59歳
（n=60)

60～69歳
（n=42)

70歳以上
（n=23)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

    
    

「子育て短期支援事業」では、60～69 歳が 7.1％と最も高くなっており、次いで 50～59 歳（5.0％）、

30～39 歳（3.4％）の順となっており、比較的年齢が高い層の利用度が高くなっている。（図 7-2-6）    
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図図図図 7777----2222----7777（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    子育子育子育子育てててて支援支援支援支援アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー運営事業運営事業運営事業運営事業のののの利用度利用度利用度利用度）【）【）【）【各事業各事業各事業各事業をををを知知知知っているっているっているっている人人人人のみのみのみのみ】】】】    

91.7

87.5

95.8

84.8

82.6

71.4

4.2

4.3

28.6

12.1

8.3

0.0

13.0

4.2

0.0

3.0

0.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
（n=12)

30～39歳
（n=48)

40～49歳
（n=24)

50～59歳
（n=33)

60～69歳
（n=23)

70歳以上
（n=14)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

 
 

「子育て支援アドバイザー運営事業」では、60～69 歳が 13.0％と最も高くなっており、次いで

50～59 歳（12.1％）、30～39 歳（8.3％）の順となっており、比較的年齢が高い層の利用度が高く

なっている。（図 7-2-7）    

    

 

 

    

７７７７－－－－３３３３    子育子育子育子育てをするうえでてをするうえでてをするうえでてをするうえで一番必要一番必要一番必要一番必要とととと思思思思われるわれるわれるわれる施策施策施策施策についてについてについてについて    
    

問問問問１９１９１９１９    子子子子育育育育てをするうえであなたがてをするうえであなたがてをするうえであなたがてをするうえであなたが一番必要一番必要一番必要一番必要とととと思思思思われるわれるわれるわれる施策施策施策施策はははは次次次次のののの項目項目項目項目のどれですかのどれですかのどれですかのどれですか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    

    
図図図図 7777----3333（（（（子育子育子育子育てをするうえでてをするうえでてをするうえでてをするうえで一番必要一番必要一番必要一番必要とととと思思思思われるわれるわれるわれる施策施策施策施策についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

26.2

23.7

2.7

7.8

24.8

14.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

子育ての相談ができる場所

経済的支援（児童手当の拡充等）

子どもを預けられる場所

親子で集まれる広場

その他

無回答

(%)

 
 

 子育てをするうえで、一番必要と思われる施策は、「子育ての相談ができる場所」が 26.2％で最

も多く、次いで「経済的支援（児童手当の拡充等）（24.8％）」、「子どもを預けられる場所（23.7％）」、

「親子で集まれる広場（14.8％）」の順となっている。（図 7-3） 
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図図図図 7777----3333----1111（（（（性性性性・・・・年齢年齢年齢年齢・・・・職業職業職業職業・・・・家族家族家族家族構成構成構成構成別別別別    子育子育子育子育てをするうえでてをするうえでてをするうえでてをするうえで一番必要一番必要一番必要一番必要とととと思思思思われるわれるわれるわれる施策施策施策施策についてについてについてについて））））
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25.5
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28.9
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20.0

27.9

30.3
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26.6

30.4

23.0

26.7
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26.9

29.3

21.1

37.3

31.1

30.3

22.6

18.9

18.1

30.8

25.3

31.6

35.6

27.9

18.0

21.5

18.8

20.9

18.3

28.3

28.3

19.2

2.4

3.1

2.5

4.5

4.1

1.9

2.9

1.4

2.8

1.2

0.0

2.2

1.8

3.5

2.6

10.9

1.9

3.1

3.0

2.2

7.8

7.4

7.1

23.3

10.5

5.7

16.8

10.9

13.3

13.0

4.3

19.2

12.3

11.4

19.7

12.0

11.2

15.2

16.5

17.0

14.5

24.4

27.1

34.3

26.2

21.8

28.1

17.4

23.8

0.0

3.3

2.7

2.2

4.2

2.5

3.8

1.9

2.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性
(n=806)

女性
(n=1,016)

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

常勤の従業員
（n=471)

自営業・会社経営
（n=166)

農林漁業
（n=19)

学生
（n=45)

パート・アルバイト
（n=222)

家事従事
（n=317)

無職
（n=507)

その他
（n=64)

単身
(n=158)

夫婦のみ
(n=486)

二世代世帯
(n=961)

三世代世帯
(n=184)

その他
(n=26)

親子で集まれる広場 子どもを預けられる場所

子育ての相談ができる場所 経済的支援（児童手当の拡充等）

その他 無回答

 
  

性別でみると、男性では「経済的支援（児童手当の拡充等）（29.3％）」が最も多く、女性は「子

育ての相談ができる場所（28.1％）」が最も多くなっている。 

 年齢別でみると、20～29 歳（37.3％）・30～39 歳（31.1％）・40～49 歳（30.3％）の若い世代で

は「経済的支援（児童手当の拡充等）」が最も多く、50 歳～59 歳（34.3％）・60～69 歳（27.1％）・

70 歳以上（24.4％）では、「子育ての相談ができる場所」が最も多くなっている。 
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 職業別にみると、常勤の従業員（30.8％）・学生（35.6％）では「経済的支援（児童手当の拡充

等）」が最も多く、自営業・会社経営（28.9％）・家事従事（30.3％）・無職（23.5％）・その他（26.6％）

では「子育ての相談ができる場所」が、農林漁業（31.6％）は、「子どもを預けられる場所」「経済

的支援（児童手当の拡充等）」が同率で、パート・アルバイト（27.9％）では、「子育ての相談がで

きる場所」「経済的支援（児童手当の拡充等）」が同率で最も多くなっている。 

家族構成別にみると、単身世帯では「子育ての相談ができる場所（30.4％）」が最も多く、二世

代世帯（28.3％）・三世代世帯（28.3％）では「経済的支援（児童手当の拡充等）」が、夫婦のみ

（25.5％）・その他世帯（兄弟で住んでいる、四世代世帯等）（30.8％）では「子どもを預けられる

場所」が最も多くなっている。（図 7-3-1） 

        

    

    

    

    

７７７７－－－－４４４４    少子化少子化少子化少子化のののの原因原因原因原因についてについてについてについて    
    

問問問問２０２０２０２０    最近最近最近最近、、、、出生率出生率出生率出生率がががが低下低下低下低下しししし、、、、少子化少子化少子化少子化がががが進進進進んでいますがんでいますがんでいますがんでいますが、、、、どのようなことがどのようなことがどのようなことがどのようなことが原因原因原因原因だとだとだとだと思思思思われまわれまわれまわれますかすかすかすか。。。。    

（（（（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○）））） 

    
    

図図図図 7777----4444（（（（少子化少子化少子化少子化のののの原因原因原因原因にににについてついてついてついて    複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

40.2

30.7

33.8

22.4

17.5

4.4

6.5

68.2

58.8

23.9

20.9

60.0

33.3

15.5

10.6

8.4

0.0

63.7

7.4

10.2

65.1

71.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てのための経済的負担が大きいため

結婚しない人や晩婚の人が増えたから

仕事と子育ての両立が難しいから

子育ての精神的、肉体的負担が大きいため

子どもよりも夫婦中心に生活を考える人が増えたから

子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が足りないから

子育てや子どもの教育に自信がもてないから

住環境がよくないから

子どもがほしくないから

その他

無回答

(%)

平成19年度(n=1,863)

平成17年度(n=1,727)

 

 少子化が進んでいる原因として、「子育てのための経済的負担が大きいため」が 68.2％で最も多

く、次いで、「結婚しない人や晩婚の人が増えたから（60.0％）」、「仕事と子育ての両立が難しいか

ら（58.8％）」の順となっている。 

 平成 17 年度の「奈良市民意識調査」と比較すると、順位は大きく変わっていないが、複数回答

の項目選択率が低いため、全ての項目が平成 17 年度調査と比べると減少している。特に減少が大

きい項目は「子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が足りないから」で 12.9 ポイント減少し

て順位を１つ下げている。（図 7-4） 
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図図図図 7777----4444----1111（（（（性別性別性別性別    少子化少子化少子化少子化のののの原因原因原因原因についてについてについてについて    複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

16.2

4.3

5.1

69.6

57.7

25.4

18.5

57.4

33.5

14.9

11.7

7.8

22.7

33.1

60.0

4.0

9.8

23.3

7.5

9.0

62.5

67.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てのための経済的負担が大きいため

結婚しない人や晩婚の人が増えたから

仕事と子育ての両立が難しいから

子育ての精神的、肉体的負担が大きいため

子どもよりも夫婦中心に生活を考える人が増えたから

子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が足りないから

子育てや子どもの教育に自信がもてないから

住環境がよくないから

子どもがほしくないから

その他

無回答

(%)

男性(n=806)

女性(n=1,016)

 

性別でみると、「子育てのための経済的負担が大きいため」は、男女とも最も多くなっているが、

男性は２位が「仕事と子育ての両立が難しいから（57.7％）」、３位が「結婚しない人や晩婚の人が

増えたから（57.4％）」となっているのに対し、女性は２位が「結婚しない人や晩婚の人が増えた

から（62.5％）」、３位が「仕事と子育ての両立が難しいから（60.0％）」となっている（図 7-4-1） 
 

表表表表 7777----4444----2222（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    少子化少子化少子化少子化のののの原因原因原因原因についてについてについてについて    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】
20～29歳
（n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

子育てのための経済的 子育てのための経済的 子育てのための経済的 子育てのための経済的 結婚しない人や晩婚の 結婚しない人や晩婚の

1位 負担が大きいため 負担が大きいため 負担が大きいため 負担が大きいため 人が増えたから 人が増えたから

82.0 76.1 74.5 67.6 67.4 56.4
仕事と子育ての両立が 仕事と子育ての両立が 仕事と子育ての両立が 仕事と子育ての両立が 子育てのための経済的 子育てのための経済的

2位 難しいから 難しいから 難しいから 難しいから 負担が大きいため 負担が大きいため

63.4 58.8 59.9 61.9 64.5 55.3
結婚しない人や晩婚の 結婚しない人や晩婚の 結婚しない人や晩婚の 結婚しない人や晩婚の 仕事と子育ての両立が 仕事と子育ての両立が

3位 人が増えたから 人が増えたから 人が増えたから 人が増えたから 難しいから 難しいから

56.5 58.5 57.3 61.9 58.9 53.6
子育ての精神的、肉体 子育ての精神的、肉体 子育ての精神的、肉体 子育ての精神的、肉体 子育ての精神的、肉体 子育ての精神的、肉体

4位 的負担が大きいため 的負担が大きいため 的負担が大きいため 的負担が大きいため 的負担が大きいため 的負担が大きいため

32.9 39.4 34.8 35.7 29.7 28.9
子育ては母親の負担が 子どもよりも夫婦中心 子どもよりも夫婦中心 子どもよりも夫婦中心 子どもよりも夫婦中心 子どもよりも夫婦中心

5位 大きく、父親の協力が に生活を考える人が に生活を考える人が に生活を考える人が に生活を考える人が に生活を考える人が

足りないから 増えたから 増えたから 増えたから 増えたから 増えたから

26.7 23.9 24.3 25.9 22.6 23.6     

 年齢別にみると、20～29 歳（82.0％）・30～39 歳（76.1％）・40～49 歳（74.5％）・50～59 歳（67.6％）

では、「子育てのための経済的負担が大きいため」が最も多くなっており、60～69 歳（67.4％）・70

歳以上（56.4％）では、「結婚しない人や晩婚の人が増えたから」が最も多くなっている。 

２位では 20～29 歳（63.4％）・30～39 歳（58.8％）・40～49 歳（59.9％）・50～59 歳（61.9％）

は、「仕事と子育ての両立が難しいから」、60～69 歳（64.5％）・70 歳以上（55.3％）は、「子育て

のための経済的負担が大きいため」となっている。 

また、20～29 歳では「子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が足りないから」、30 歳以上で

は「子どもよりも夫婦中心に生活を考える人が増えたから」が５位以内に入ってきている。（表

7-4-2） 
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８８８８．．．．介護保険介護保険介護保険介護保険についてについてについてについて 
    

８８８８－－－－１１１１    重要重要重要重要とととと思思思思うううう介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策    
    

問問問問２１２１２１２１    次期計画次期計画次期計画次期計画にににに盛盛盛盛りりりり込込込込むべきむべきむべきむべき本市本市本市本市のののの介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策についてについてについてについて何何何何がががが重要重要重要重要とととと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの２２２２つにつにつにつに○○○○））））        
 

 

図図図図 8888----1111（（（（重要重要重要重要とととと思思思思うううう介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策    2222 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

23.0

15.3
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2.7

52.2

30.0
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0.0

53.3

50.0

0 10 20 30 40 50 60

安心して入所できる施設サービスの充実

自宅で生活が続けられるような居宅サービスの充実

介護サービスの質の向上

生きがい（趣味活動や学習活動など）対策の充実

認知症高齢者のための権利擁護事業や成年後見制度の充実

ボランティアや地域福祉の向上

筋力トレーニングなどの介護予防事業の充実

その他

無回答

(%)

平成19年度(n=1,863)

平成17年度(n=1,727)

 
 

 重要と思う介護保険や老人保健福祉施策は、「安心して入所できる施設サービスの充実」が

52.2％で最も多く、次いで「自宅で生活が続けられるような居宅サービスの充実（50.9％）」、「介

護サービスの質の向上（30.0％）」の順となっている。 

 平成 17 年度の「奈良市民意識調査」と比較すると、平成 17 年度調査では１位であった「自宅で

生活が続けられるような居宅サービスの充実」が今回調査では２位となっており、前回調査で２位

であった「安心して入所できる施設サービスの充実」が今回調査では１位となっている。また、前

回６位であった「筋力トレーニングなどの介護予防事業の充実」が今回調査では７位となっており、

前回調査で７位であった「ボランティアや地域福祉の向上」が今回調査では６位となっている。そ

の他の項目は前回調査と順位は変わっていない。（図 8-1） 
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表表表表 8888----1111----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    重要重要重要重要とととと思思思思うううう介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施老人保健福祉施老人保健福祉施老人保健福祉施策策策策    2222 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    
20～29歳

（n=161)

30～39歳

(n=289)

40～49歳

(n=267)

50～59歳

(n=367)

60～69歳

(n=380)

70歳以上

(n=360)

自宅で生活が続けられ 安心して入所できる 自宅で生活が続けられ 安心して入所できる 自宅で生活が続けられ 自宅で生活が続けられ

1位 るような居宅サービス 施設サービスの充実 るような居宅サービス 施設サービスの充実 るような居宅サービス るような居宅サービス

の充実 の充実 の充実 の充実

42.2 51.6 52.4 58.9 56.6 56.9
安心して入所できる 自宅で生活が続けられ 安心して入所できる 自宅で生活が続けられ 安心して入所できる 安心して入所できる

2位 施設サービスの充実 るような居宅サービス 施設サービスの充実 るような居宅サービス 施設サービスの充実 施設サービスの充実

の充実 の充実

42.2 48.4 52.1 45.5 53.4 48.9
介護サービスの質の 介護サービスの質の 介護サービスの質の 介護サービスの質の 介護サービスの質の 介護サービスの質の

3位 向上 向上 向上 向上 向上 向上

33.5 29.1 28.5 31.1 27.9 30.6
生きがい（趣味活動や 生きがい（趣味活動や 生きがい（趣味活動や 生きがい（趣味活動や 生きがい（趣味活動や 生きがい（趣味活動や

4位 学習活動など）対策の 学習活動など）対策の 学習活動など）対策の 学習活動など）対策の 学習活動など）対策の 学習活動など）対策の

充実 充実 充実 充実 充実 充実

30.4 23.5 25.1 23.4 18.2 12.8
認知症高齢者のための ボランティアや地域福 ボランティアや地域福 認知症高齢者のための 認知症高齢者のための 認知症高齢者のための

5位 権利擁護事業や成年 祉の向上 祉の向上 権利擁護事業や成年 権利擁護事業や成年 権利擁護事業や成年

後見制度の充実 後見制度の充実 後見制度の充実 後見制度の充実

14.9 14.5 12.7 13.6 12.6 10.6     

  

年齢別にみると、20～29 歳（42.2％）・40～49 歳（52.4％）・60～69 歳（56.6％）・70 歳以上（56.9％）

では、「自宅で生活が続けられるような居宅サービスの充実」が最も多くなっており、30～39 歳

（51.6％）・50～59 歳（58.9％）では「安心して入所できる施設サービスの充実」が最も多くなっ

ている。また、30～49 歳では、全体で６位の「ボランティアや地域福祉の向上」が５位に入ってい

る。（表 8-1-1） 

 

 
表表表表 8888----1111----2222（（（（地域別地域別地域別地域別    重要重要重要重要とととと思思思思うううう介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施老人保健福祉施老人保健福祉施老人保健福祉施策策策策    2222 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】    

西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

安心して入所で 安心して入所で 自宅で生活が 自宅で生活が 安心して入所で 自宅で生活が 安心して入所で 自宅で生活が

きる施設サービ きる施設サービ 続けられるような 続けられるような きる施設サービ 続けられるような きる施設サービ 続けられるような

1位 スの充実 スの充実 居宅サービスの 居宅サービスの スの充実 居宅サービスの スの充実 居宅サービスの

充実 充実 充実 充実

52.7 60.1 51.2 51.7 63.0 48.5 57.1 48.6
自宅で生活が 自宅で生活が 安心して入所で 安心して入所で 自宅で生活が 安心して入所で 自宅で生活が 安心して入所で

続けられるような 続けられるような きる施設サービ きる施設サービ 続けられるような きる施設サービ 続けられるような きる施設サービ

2位 居宅サービスの 居宅サービスの スの充実 スの充実 居宅サービスの スの充実 居宅サービスの スの充実

充実 充実 充実 充実

52.3 46.4 48.8 48.5 49.6 39.4 42.9 48.6
介護サービスの 介護サービスの 介護サービスの 介護サービスの 介護サービスの 介護サービスの 生きがい（趣味活 介護サービスの

質の向上 質の向上 質の向上 質の向上 質の向上 質の向上 動や学習活動な 質の向上

3位 ど）対策の充実

30.9 25.4 34.7 29.6 26.0 27.3 42.9 27.0
生きがい（趣味活 生きがい（趣味活 生きがい（趣味活 生きがい（趣味活 ボランティアや地 生きがい（趣味活 ボランティアや地 ボランティアや地

動や学習活動な 動や学習活動な 動や学習活動な 動や学習活動な 域福祉の向上 動や学習活動な 域福祉の向上 域福祉の向上

4位 ど）対策の充実 ど）対策の充実 ど）対策の充実 ど）対策の充実 ど）対策の充実

20.0 21.0 22.3 24.0 16.5 24.2 14.3 21.6
認知症高齢者の 認知症高齢者の 認知症高齢者の 認知症高齢者の 生きがい（趣味活 認知症高齢者の 認知症高齢者の 認知症高齢者の

ための権利擁護 ための権利擁護 ための権利擁護 ための権利擁護 動や学習活動な ための権利擁護 ための権利擁護 ための権利擁護

5位 事業や成年後見 事業や成年後見 事業や成年後見 事業や成年後見 ど）対策の充実 事業や成年後見 事業や成年後見 事業や成年後見

制度の充実 制度の充実 制度の充実 制度の充実 制度の充実 制度の充実 制度の充実

11.6 14.5 14.0 12.1 16.5 18.2 14.3 13.5  
  

地域別にみると、西部地域（52.7％）・北部地域（60.1％）・南部地域（63.0％）・月ヶ瀬地域（57.1％）

では「安心して入所できる施設サービスの充実」が最も多くなっており、中部地域（51.2％）・中

央市街地（51.7％）・東部地域（48.5％）・都祁地域（48.6％）では「自宅で生活が続けられるよう

な居宅サービスの充実」が最も多くなっている。 

また、南部地域・月ヶ瀬地域・都祁地域では、全体で６位の「ボランティアや地域福祉の向上」

が４位に入っている。（表 8-1-2） 
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表表表表 8888----1111----3333（（（（家族構成別家族構成別家族構成別家族構成別    重要重要重要重要とととと思思思思うううう介護保険介護保険介護保険介護保険やややや老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策老人保健福祉施策    2222 つつつつ以内以内以内以内でででで複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位：％】：％】：％】：％】 
単身

(n=158)
夫婦のみ
(n=486)

二世代世帯
(n=961)

三世代世帯
(n=184)

その他
(n=26)

自宅で生活が続けられる 自宅で生活が続けられる 安心して入所できる施設 安心して入所できる施設 自宅で生活が続けられる

1位 ような居宅サービスの充実 ような居宅サービスの充実 サービスの充実 サービスの充実 ような居宅サービスの充実

50.0 54.9 54.2 52.7 57.7
安心して入所できる施設 安心して入所できる施設 自宅で生活が続けられる 自宅で生活が続けられる 介護サービスの質の向上

2位 サービスの充実 サービスの充実 ような居宅サービスの充実 ような居宅サービスの充実

43.7 51.9 50.2 47.8 42.3
介護サービスの質の向上 介護サービスの質の向上 介護サービスの質の向上 介護サービスの質の向上 安心して入所できる施設

3位 サービスの充実

27.2 28.2 31.1 28.8 34.6
生きがい（趣味活動や学習 生きがい（趣味活動や学習 生きがい（趣味活動や学習 生きがい（趣味活動や学習 生きがい（趣味活動や学習

4位 活動など）対策の充実 活動など）対策の充実 活動など）対策の充実 活動など）対策の充実 活動など）対策の充実

27.2 16.5 22.5 21.2 19.2
認知症高齢者のための権利 認知症高齢者のための権利 ボランティアや地域福祉 認知症高齢者のための権利 認知症高齢者のための権利

5位 擁護事業や成年後見制度の 擁護事業や成年後見制度の の向上 擁護事業や成年後見制度の 擁護事業や成年後見制度の

充実 充実 充実 充実

17.1 13.0 10.8 15.8 11.5  
家族構成別にみると、二世代世帯（54.2％）・三世代世帯（52.7％）では「安心して入所できる

施設サービスの充実」が最も多くなっており、単身（50.0％）・夫婦のみ（54.9％）・その他世帯（兄

弟で住んでいる、四世代世帯等）（57.7％）では「自宅で生活が続けられるような居宅サービスの

充実」が最も多くなっている。また、二世代世帯では、全体で６位の「ボランティアや地域福祉の

向上」が５位に入っている。（表 8-1-3）     

    

    

８８８８－－－－２２２２    65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上のののの介護保険料介護保険料介護保険料介護保険料ととととサービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするする考考考考ええええ    
    

問問問問２２２２２２２２    次期計画期間中次期計画期間中次期計画期間中次期計画期間中のののの 65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上のののの方方方方のののの介護保険料介護保険料介護保険料介護保険料についてについてについてについて、、、、どれがどれがどれがどれが妥当妥当妥当妥当だとだとだとだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

図図図図 8888----2222（（（（65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上のののの介護保険料介護保険料介護保険料介護保険料ととととサービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするする考考考考ええええ））））    

12.1

4.5

64.8

12.1

3.5

15.4

4.1

3.5

17.4

62.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

サービスの充実を図りつつ、高所得の高齢者の負担は
より多く、低所得の高齢者の負担は極力抑えるべきである

サービスが充実するなら保険料の
多少の上昇はやむを得ない

サービスが充実しなくても良いから、
高齢者の負担増を避けるべきである

その他

無回答

(%)

平成19年度(n=1,863)

平成17年度(n=1,727)

 

 65 歳以上の介護保険料とサービスに対する考えは、「サービスの充実を図りつつ、高所得の高齢

者の負担はより多く、低所得の高齢者の負担は極力抑えるべきである」が 64.8％で最も多く、次い

で「サービスが充実するなら保険料の多少の上昇はやむを得ない（15.4％）」、「サービスが充実し

なくても良いから、高齢者の負担増を避けるべきである（12.1％）」の順となっている。 

 平成 17 年度の「奈良市民意識調査」と比較すると、傾向は同様であるが、「サービスの充実を図

りつつ、高所得の高齢者の負担はより多く、低所得の高齢者の負担は極力抑えるべきである」は前

回調査を 2.3 ポイント上回り、「サービスが充実するなら保険料の多少の上昇はやむを得ない」は

前回調査を 2.0 ポイント下回っている。（図 8-2） 
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図図図図 8888----2222----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上のののの介護保険料介護保険料介護保険料介護保険料ととととサービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするする考考考考ええええ））））    

14.9

11.4

9.7

8.2

11.8

18.3

69.6

68.9

68.4

66.8

54.7

6.8

5.2

3.4

1.6

5.0

3.6 7.2

18.5

12.5

16.1

12.9

16.5

15.5 60.9

3.4

3.3

1.5

1.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

サービスが充実するなら保険料の多少の上昇はやむを得ない

サービスが充実しなくても良いから、高齢者の負担増を避けるべきである

サービスの充実を図りつつ、高所得の高齢者の負担はより多く、低所得の高齢者の負担は極力抑えるべきである

その他

無回答

 
 年齢別にみると、「サービスの充実を図りつつ、高所得の高齢者の負担はより多く、低所得の高

齢者の負担は極力抑えるべきである」は 30～39 歳が 69.6％と最も多く、次いで 40～49 歳が 68.9％

となっており、「サービスが充実しなくても良いから、高齢者の負担増を避けるべきである」は 70

歳以上が 18.3％と最も多く、次いで 20～29 歳が 14.9％となっている。（図 8-2-1） 

 

 

９９９９．．．．住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器についてについてについてについて 
    

９９９９－－－－１１１１    住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置のののの義務付義務付義務付義務付けについてけについてけについてけについて    
    

問問問問２３２３２３２３    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、消防法消防法消防法消防法のののの一部改正一部改正一部改正一部改正によりによりによりにより、、、、奈良市奈良市奈良市奈良市ではではではでは平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年６６６６月月月月１１１１日日日日までにまでにまでにまでに全全全全てのてのてのての住宅住宅住宅住宅にににに住宅用火災住宅用火災住宅用火災住宅用火災

警報器警報器警報器警報器のののの設置設置設置設置がががが義務付義務付義務付義務付けられたことをごけられたことをごけられたことをごけられたことをご存知存知存知存知ですかですかですかですか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

図図図図 9999----1111（（（（住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置のののの義務付義務付義務付義務付けについてけについてけについてけについて）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

無回答
3.0 %

住宅用火災警報
器は知っている

が、いつから義務
化されるかは知ら

なかった
45.2 %

住宅用火災警報
器のことは、まっ

たく知らない
32.4 %

設置が義務付け
られたことも、い

つから義務化され
るかも知っている

19.5 %

 
 住宅用火災警報器の設置が義務付けられたことについて、「住宅用火災警報器は知っているが、

いつから義務化されるかは知らなかった」が 45.2％で最も多く、「設置が義務付けられたことも、

いつから義務化されるかも知っている（19.5％）」を合わせた、住宅用火災警報器の認知度は６割

を超えているが、「住宅用火災警報器のことは、まったく知らない」という人は 32.4％となってい

る。（図 9-1） 
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図図図図 9999----1111----1111（（（（年齢年齢年齢年齢・・・・地域別地域別地域別地域別    住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置住宅用火災警報器設置のののの義務付義務付義務付義務付けについてけについてけについてけについて））））    

    

22.0

15.2

16.2

41.0

46.7

51.7

46.6

45.8

40.0

46.6

50.7

42.1

45.5

37.8

39.4

42.9

40.5

33.1

33.4

36.2

36.4

57.1

37.8

6.4

9.1

5.4

0.0

20.7

18.9

23.9

18.8

19.6

20.8

20.6

22.6

16.9

10.6

22.5

32.3

33.1

28.4

31.1

30.0

32.4

47.2

0.0

3.9

2.1

4.1

2.9

2.4

3.2

1.4

1.5

1.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

設置が義務付けられたことも、いつから義務化されるかも知っている
住宅用火災警報器は知っているが、いつから義務化されるかは知らなかった
住宅用火災警報器のことは、まったく知らない
無回答

 
  

年齢別にみると、「住宅用火災警報器は知っているが、いつから義務化されるかは知らなかった」

は 40～49 歳が 51.7％で最も多く、次いで 30～39 歳（46.7％）、50～59 歳（46.6％）となっており、

「住宅用火災警報器のことは、まったく知らない」は 20～29 歳が 47.2％で最も多くなっている。

「設置が義務付けられたことも、いつから義務化されるかも知っている」は 60～69 歳が 22.6％で

最も多く、次いで 30～39 歳（20.8％）となっている。 

 地域別にみると、「住宅用火災警報器は知っているが、いつから義務化されるかは知らなかった」

は北部地域が 50.7％で最も多く、次いで西部地域（46.6％）となっており、「住宅用火災警報器の

ことは、まったく知らない」は月ヶ瀬地域が 57.1％で最も多く、次いで都祁地域（37.8％）となっ

ており、「設置が義務付けられたことも、いつから義務化されるかも知っている」は北部地域が

23.9％で最も多く、次いで南部地域（22.0％）となっている。（図 9-1-1） 
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９９９９－－－－２２２２    住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報のののの入手方法入手方法入手方法入手方法    
    

問問問問２３２３２３２３でででで「「「「１１１１....知知知知っているっているっているっている」、「」、「」、「」、「２２２２....知知知知っているがっているがっているがっているが、、、、義務化義務化義務化義務化はははは知知知知らなかったらなかったらなかったらなかった」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。（。（。（。（問問問問２３２３２３２３----１１１１、、、、

問問問問２３２３２３２３----２２２２））））    

問問問問２３２３２３２３－－－－１１１１    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの情報情報情報情報をどこでをどこでをどこでをどこで得得得得られましたかられましたかられましたかられましたか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））         

 

 

図図図図 9999----2222（（（（住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報のののの入手方法入手方法入手方法入手方法    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,205n=1,205n=1,205n=1,205】】】】    

39.7

9.0

20.8

6.3

38.3

2.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

テレビ、ラジオ等

しみんだより

消防署が配付したチラシ

展示パネル

その他

無回答

(%)

 
  

住宅用火災警報器情報を知っている人で、住宅用火災警報器の情報の入手方法は「テレビ、

ラジオ等」が 39.7％で最も多く、次いで「しみんだより（38.3％）」、「その他（20.8％）」「消

防署が配布したチラシ（9.0％）」の順となっており、情報の入手源としては、「テレビ・ラジオ

等」「しみんだより」の２つが大きく占めている。（図 9-2） 

 
図図図図 9999----2222----1111（（（（年齢年齢年齢年齢別別別別    住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報住宅用火災警報器情報のののの入手方法入手方法入手方法入手方法    複数回答複数回答複数回答複数回答））））    

43.6

32.3

7.7

2.1

3.1

41.0

33.3

13.1

2.2

3.3

44.4

34.2

8.6

2.5

21.4

4.9

44.6

8.5

2.7

18.1

6.9

32.6

50.0

6.4

3.2

14.2

13.3

36.1

13.3

28.9

4.8

25.3

3.6

24.6

24.6

38.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

テレビ、ラジオ等

しみんだより

消防署が配付したチラシ

展示パネル

その他

無回答

(%)

20～29歳(n=83)

30～39歳(n=195)

40～49歳(n=183)

50～59歳(n=243)

60～69歳(n=260)

70歳以上(n=218)

 
 年齢別にみると、「テレビ、ラジオ等」で情報を入手しているのは、30～39 歳（43.6％）・40

～49 歳（41.0％）・50～59 歳（44.4％）と多く、次いで「しみんだより」では、60～69 歳（44.6％）・

70 歳以上（50.0％）が最も多くなっている。（図 9-2-1） 
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９９９９－－－－３３３３    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置場所設置場所設置場所設置場所についてについてについてについて    
    

問問問問２３２３２３２３－－－－２２２２    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置場所設置場所設置場所設置場所はははは、、、、原則原則原則原則としてとしてとしてとして、、、、住宅住宅住宅住宅のののの各寝室各寝室各寝室各寝室およびおよびおよびおよび２２２２階階階階にににに寝室寝室寝室寝室があるがあるがあるがある場合場合場合場合はははは、、、、２２２２

階階階階へのへのへのへの階段階段階段階段のののの天井部分天井部分天井部分天井部分となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。このことをごこのことをごこのことをごこのことをご存知存知存知存知ですかですかですかですか。。。。    
 

 

図図図図 9999----3333（（（（住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置場所設置場所設置場所設置場所についてについてについてについて）【）【）【）【n=1,205n=1,205n=1,205n=1,205】】】】    

知らない
61.0 %

無回答
2.2 %

知っている
36.8 %

 
 

 住宅用火災警報器の設置場所について、「知らない」が 61.0％と６割を超えており、「知っている

（36.8％）」を大きく上回っている。（図 9-3） 

 

 
図図図図 9999----3333----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置設置設置設置場所場所場所場所についてについてについてについて））））    
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59.5

66.1

58.4

58.1

56.9

16.9

31.7

39.6

39.0

39.0

40.7

1.2

1.5

2.2

0.8

2.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
(n=83)

30～39歳
(n=195)

40～49歳
(n=183)

50～59歳
(n=243)

60～69歳
(n=260)

70歳以上
(n=218)

知っている 知らない 無回答

 
  

年齢別にみると、「知っている」は 50～59 歳が 40.7％で最も多く、次いで 60～69 歳（39.6％）

となっている。他の年代も３割以上が「知っている」と答えているが、20～29 歳は２割以下となっ

ており「知らない」と答えた割合が８割を超え最も多くなっている。（図 9-3-1） 
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９９９９－－－－４４４４    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置状況設置状況設置状況設置状況    
    

全全全全てのてのてのての方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問２４２４２４２４    あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお住住住住まいにはまいにはまいにはまいには住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器がががが設置設置設置設置されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    
 

図図図図 9999----4444（（（（住宅用住宅用住宅用住宅用火災警報器火災警報器火災警報器火災警報器のののの設置状況設置状況設置状況設置状況）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

設置していな
い

69.5 %

無回答
3.3 %

設置している
27.2 %

 

  

住宅用火災警報器を「設置している」は

27.2 ％ と な っ て お り 、「 設 置 し て い な い

（69.5％）」を大きく下回っている。（図 9-4） 

図図図図 9999----4444----1111（（（（家族構成家族構成家族構成家族構成・・・・地域別地域別地域別地域別    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの設置状況設置状況設置状況設置状況））））    

6.1

14.3

8.1

62.0

68.3

69.3

83.2

53.8

68.0

59.4

84.3

66.0

84.3

93.9

85.7

81.1 10.8

31.5

11.0

14.0

37.7

28.9

13.0

28.0

38.5

28.1

35.4

0.0

0.0

4.7

2.6

1.7

2.9

3.1

7.7

3.7

2.6

3.8

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単身
(n=158)

夫婦のみ
(n=486)

二世代世帯
(n=961)

三世代世帯
(n=184)

その他
(n=26)

西部地域
（n=874)

北部地域
（n=138)

中部地域
（n=121)

中央市街地
（n=470)

南部地域
（n=127)

東部地域
（n=33)

月ヶ瀬地域
（n=7)

都祁地域
（n=37)

設置している 設置していない 無回答

 
 家族構成別にみると、「設置している」はその他世帯（兄弟で住んでいる、四世代世帯等）が 38.5％

と最も多く、次いで単身世帯（35.4％）となっている。「設置していない」は三世代世帯が 83.2％

と最も多く、次いで二世代世帯（69.3％）となっている。 

 地域別に見ると、「設置している」は北部地域が 37.7％と最も多く、次いで中央市街地（31.5％）

となっている。「設置していない」は東部地域が 93.9％と最も多く、次いで月ヶ瀬地域（85.7％）

となっている。（図 9-4-1） 
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９９９９－－－－５５５５    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの購入場所購入場所購入場所購入場所    
    

問問問問２４２４２４２４でででで「「「「１１１１．．．．設置設置設置設置しているしているしているしている」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問２４２４２４２４－－－－１１１１    住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器をどこでをどこでをどこでをどこで購入購入購入購入されましたかされましたかされましたかされましたか？（？（？（？（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））         

 

 

図図図図 9999----5555（（（（住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器住宅用火災警報器のののの購入場所購入場所購入場所購入場所    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=506n=506n=506n=506】】】】    

54.2

6.3

2.4

19.2

9.7

6.3

2.6

0 10 20 30 40 50 60

共同住宅ですでに設置されていた

購入せず、レンタルしている

大型家電販売店

消防用設備業者

ホームセンター

その他

無回答

(%)

 
 

 住宅用火災警報器の購入場所で最も多いのが、「共同住宅ですでに設置されていた」で

54.2％となっており、次いで「購入せず、レンタルしている（9.7％）」、「大型家電販売店（6.3％）」、

「消防用設備業者（6.3％）」の順となっている。 

住宅用火災警報器を設置していると答えた人の半数以上が、入居時には「共同住宅ですでに

設置されていた」と答えている。（図 9-5） 

 

 

 

１０１０１０１０．．．．防防防防炎製品炎製品炎製品炎製品のののの使用使用使用使用についてについてについてについて 
    

１０１０１０１０－－－－１１１１    防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの認知度認知度認知度認知度    
    

問問問問２５２５２５２５    あなたはあなたはあなたはあなたは防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品についてについてについてについて、、、、どのようなものかごどのようなものかごどのようなものかごどのようなものかご存知存知存知存知ですかですかですかですか。（。（。（。（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
                    ※※※※防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品ののののカーテンカーテンカーテンカーテン、、、、寝具類寝具類寝具類寝具類、、、、衣服類衣服類衣服類衣服類などはなどはなどはなどは、「、「、「、「火火火火がつきにくいがつきにくいがつきにくいがつきにくい」「」「」「」「火火火火がががが燃燃燃燃ええええ広広広広がらないがらないがらないがらない」」」」などのなどのなどのなどの特徴特徴特徴特徴がありがありがありがあり、、、、住住住住

宅火災宅火災宅火災宅火災をををを未然未然未然未然にまたはにまたはにまたはにまたは小規模小規模小規模小規模にににに防防防防ぐぐぐぐ効果効果効果効果がががが期待期待期待期待されるものですされるものですされるものですされるものです。。。。    
 

図図図図 10101010----1111（（（（防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの認知度認知度認知度認知度）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

無回答
3.0 %

知っている
が、使用はし

ていない
63.8 %

まったく知ら
ない

19.5 %

どのようなも
のか知って
いるし、使用

している
13.7 %

 

  

「どのようなものか知っているし、使用して

いる」と「知っているが、使用はしていない」

を合わせた防炎製品の認知度は 77.5％と約８

割となっているが、実際に使用している人は

13.7％となっている。（図 10-1） 
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図図図図 10101010----1111----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの認知度認知度認知度認知度））））    

57.8

60.6

71.2

72.8

66.3

53.1

21.8

12.0

12.0

19.5

26.7

3.9

6.4

13.9

15.9

13.9

10.3

15.7

15.5 26.1

1.4

1.1

1.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～29歳
(n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

どのようなものか知っているし、使用している 知っているが、使用はしていない

まったく知らない 無回答

 
 年齢別にみると、「どのようなものか知っているし、使用している」は 30～39 歳で 15.9％と最も

高く、「知っているが、使用はしていない」は 50～59 歳で 72.8％と最も高くなっている。認知度は、

40～59 歳をピークに推移を見せ、「まったく知らない」は 20～29 歳、70 歳以上で高くなっている。

（図 10-1-1） 

    

    

１０１０１０１０－－－－２２２２    使用使用使用使用しているしているしているしている防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの種類種類種類種類    
    

問問問問２５２５２５２５でででで「「「「１１１１．．．．使用使用使用使用しているしているしているしている」」」」とととと答答答答えられたえられたえられたえられた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問２５２５２５２５－－－－１１１１    どのようなどのようなどのようなどのような防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品をををを使用使用使用使用されていますかされていますかされていますかされていますか。（。（。（。（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    
     

図図図図 10101010----2222（（（（使用使用使用使用しているしているしているしている防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの種類種類種類種類    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=n=n=n=256256256256】】】】    

93.4

8.6

3.9

0.4

10.9

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

カーテン、じゅうたん

寝具類（ふとん、毛布、シーツ）

衣服類（パジャマ、エプロン等）

自動車、オートバイ等のボディカバー

その他

無回答

(%)

 
 

 使用している防炎製品の種類で最も多いのは、「カーテン、じゅうたん」で 93.4％と防炎製品を

使用しているほとんどの人が使用しており、次いで「寝具類（ふとん、毛布、シーツ）（10.9％）」、

「衣服類（パジャマ、エプロン等）（8.6％）」の順となっている。（図 10-2） 
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１０１０１０１０－－－－３３３３    防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの使用意欲使用意欲使用意欲使用意欲    
    

問問問問２５２５２５２５でででで「「「「２２２２....知知知知っているがっているがっているがっているが、、、、使用使用使用使用はしていないはしていないはしていないはしていない」「」「」「」「３３３３....まったくまったくまったくまったく知知知知らないらないらないらない」」」」をををを選択選択選択選択されたされたされたされた方方方方におにおにおにお尋尋尋尋ねしますねしますねしますねします。。。。    

問問問問２５２５２５２５－－－－２２２２    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品をををを今後使用今後使用今後使用今後使用してみたいとしてみたいとしてみたいとしてみたいと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか？（？（？（？（○○○○はははは１１１１つつつつ））））    
 

図図図図 10101010----3333（（（（防炎製品防炎製品防炎製品防炎製品のののの使用意欲使用意欲使用意欲使用意欲）【）【）【）【n=1,552n=1,552n=1,552n=1,552】】】】    

無回答
4.6 %

価格が安価なら使用してみ
たい

75.4 %

興味がない
9.6 %

ぜひ、使用してみたい
10.4 %

 
 防炎製品を今後使用してみたいかと尋ねたところ、「価格が安価なら使用してみたい」が 75.4％

で最も多く、次いで「ぜひ、使用してみたい（10.4％）」、「興味がない（9.6％）」の順となってい

る。（図 10-3） 

 

 

１１１１１１１１．．．．水道水水道水水道水水道水のののの飲用飲用飲用飲用についてについてについてについて 
    

１１１１１１１１－－－－１１１１    水道水水道水水道水水道水のののの飲用方法飲用方法飲用方法飲用方法    
    

問問問問２６２６２６２６    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、水道水水道水水道水水道水をををを主主主主にどのようにしてにどのようにしてにどのようにしてにどのようにして飲飲飲飲まれていますかまれていますかまれていますかまれていますか？（？（？（？（あてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてにあてはまるものすべてに○○○○））））    
 

 

図図図図 11111111----1111（（（（水道水水道水水道水水道水のののの飲用方法飲用方法飲用方法飲用方法    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【n=1,863n=1,863n=1,863n=1,863】】】】    

44.5

30.5

13.0

2.7

33.9

28.1

1.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

お茶やコーヒーなどとして、飲んでいる

浄水器を利用して飲んでいる

そのまま飲んでいる

一旦、沸騰させてから飲んでいる

飲んでいない（ペットボトルの水などを利用）

その他

無回答

(%)

 
 

 水道水の飲用方法で、最も多いのは「お茶やコーヒーなどとして、飲んでいる」で 44.5％となっ

ており、次いで「浄水器を利用して飲んでいる（33.9％）」、「そのまま飲んでいる（30.5％）」、「一

旦、沸騰させてから飲んでいる（28.1％）」の順となっている。（図 11-1） 
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表表表表 11111111----1111----1111（（（（年齢別年齢別年齢別年齢別    水道水水道水水道水水道水のののの飲用方法飲用方法飲用方法飲用方法    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位::::％％％％】】】】    

    
20～29歳
（n=161)

30～39歳
(n=289)

40～49歳
(n=267)

50～59歳
(n=367)

60～69歳
(n=380)

70歳以上
(n=360)

お茶やコーヒーなどと お茶やコーヒーなどと お茶やコーヒーなどと お茶やコーヒーなどと お茶やコーヒーなどと お茶やコーヒーなどと

1位 して、飲んでいる して、飲んでいる して、飲んでいる して、飲んでいる して、飲んでいる して、飲んでいる

49.7 43.3 42.3 42.8 48.2 45.0
浄水器を利用して 浄水器を利用して 浄水器を利用して 浄水器を利用して そのまま飲んでいる そのまま飲んでいる

2位 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる

33.5 38.1 42.3 37.3 36.3 38.3
そのまま飲んでいる 一旦、沸騰させてから そのまま飲んでいる そのまま飲んでいる 浄水器を利用して 一旦、沸騰させてから

3位 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる

29.8 23.9 23.2 30.5 30.0 37.8
一旦、沸騰させてから そのまま飲んでいる 一旦、沸騰させてから 一旦、沸騰させてから 一旦、沸騰させてから 浄水器を利用して

4位 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる 飲んでいる

22.4 21.8 20.6 27.8 30.0 24.7
飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない

5位 （ペットボトルの水などを利用） （ペットボトルの水などを利用） （ペットボトルの水などを利用） （ペットボトルの水などを利用） （ペットボトルの水などを利用） （ペットボトルの水などを利用）

16.1 15.6 12.7 14.2 11.3 9.7  
 

 年齢別にみると、全ての年代で最も多いのは「お茶やコーヒーなどとして、飲んでいる」となっ

ており、２位は 20～29 歳（33.5％）・30～39 歳（38.1％）・40～49 歳（42.3％）・50～59 歳（37.3％）

が「浄水器を利用して飲んでいる」、60～69 歳（36.3％）・70 歳以上（38.3％）が「そのまま飲ん

でいる」となっている。（表 11-1-1） 

 

 
表表表表 11111111----1111----2222（（（（地域別地域別地域別地域別    水道水水道水水道水水道水のののの飲用方法飲用方法飲用方法飲用方法    複数回答複数回答複数回答複数回答）【）【）【）【単位単位単位単位::::％％％％】】】】    

    
西部地域

（n=874)

北部地域

（n=138)

中部地域

（n=121)

中央市街地

（n=470)

南部地域

（n=127)

東部地域

（n=33)

月ヶ瀬地域

（n=7)

都祁地域

（n=37)

お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど お茶やコーヒーなど

1位 として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる として、飲んでいる

42.4 45.7 49.6 48.9 45.7 45.5 42.9 32.4
浄水器を利用 浄水器を利用 浄水器を利用 そのまま飲んで そのまま飲んで 一旦、沸騰させて 一旦、沸騰させて 浄水器を利用

2位 して飲んでいる して飲んでいる して飲んでいる いる いる から飲んでいる から飲んでいる して飲んでいる

37.4 35.5 38.8 32.6 37.8 36.4 42.9 29.7
そのまま飲んで 一旦、沸騰させて そのまま飲んで 浄水器を利用 一旦、沸騰させて 浄水器を利用 ・浄水器を利用 一旦、沸騰させて

3位 いる から飲んでいる いる して飲んでいる から飲んでいる して飲んでいる して飲んでいる から飲んでいる

31.5 25.4 30.6 30.9 32.3 30.3 ・飲んでいない 29.7
一旦、沸騰させて そのまま飲んで 一旦、沸騰させて 一旦、沸騰させて 浄水器を利用 そのまま飲んで （ペットボトルの水 そのまま飲んで

4位 から飲んでいる いる から飲んでいる から飲んでいる して飲んでいる いる などを利用） いる

27.5 21.0 28.9 27.0 18.1 21.2 ・そのまま飲んで 16.2
飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない 飲んでいない いる 飲んでいない

5位 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水 （ペットボトルの水

などを利用） などを利用） などを利用） などを利用） などを利用） などを利用） ・その他 などを利用）

12.6 18.8 10.7 11.9 16.5 3.0 14.3 16.2  
 

 地域別にみると、全ての地域で最も多いのは「お茶やコーヒーなどとして、飲んでいる」となっ

ており、２位は西部地域（37.4％）・北部地域（35.5％）・中部地域（38.8％）・都祁地域（29.7％）

が「浄水器を利用して飲んでいる」、中央市街地（32.6％）・南部地域（37.8％）が「そのまま飲ん

でいる」、東部地域（36.4％）・月ヶ瀬地域（42.9％）が「一旦、沸騰させてから飲んでいる」とな

っている。（表 11-1-2） 
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１２１２１２１２．．．．市政市政市政市政へのへのへのへの意見意見意見意見・・・・要望要望要望要望 
    

１２１２１２１２－－－－１１１１    奈良市政奈良市政奈良市政奈良市政についてについてについてについて    

    

問問問問２７２７２７２７    奈良市政奈良市政奈良市政奈良市政についてについてについてについて、、、、おおおお気気気気づきのづきのづきのづきの点点点点やおやおやおやお感感感感じになっているじになっているじになっているじになっている点点点点についておについておについておについてお聞聞聞聞かせくださいかせくださいかせくださいかせください。（。（。（。（自由回答自由回答自由回答自由回答））））    

 

 奈良市政について 676 人の方からご意見やご要望の回答があり、分類すると、「市政」（243 人）、

「環境・まちづくり」（318 人）、「保健・医療・福祉」（183 人）、「人権、教育、文化」（68 人）、「観

光・商業・労働」（84 人）、「災害・安全」（23 人）、「市職員」（103 人）、「その他」（39 人）となっ

ている。（表 12-1） 
    

表表表表 12121212----1111（（（（奈良市政奈良市政奈良市政奈良市政についてについてについてについて））））    
大分類 中分類 回答数 構成比

財政 39 5.8%
選挙 1 0.1%
議員 8 1.2%
広報・情報公開 36 5.3%
税金 58 8.6%
その他 101 14.9%
計 243 35.9%
道路・交通 104 15.4%
ごみ、清掃・美化 57 8.4%
自然・緑化 21 3.1%
景観 14 2.1%
まちづくりのイメージ 46 6.8%
公園 22 3.3%
土地 6 0.9%
下水道 3 0.4%
自治会活動 4 0.6%
その他 41 6.1%
計 318 47.0%
高齢者福祉 39 5.8%
児童福祉 53 7.8%
福祉全般 13 1.9%
医療費・健康保険料 25 3.7%
医療機関 24 3.6%
障がい者福祉 7 1.0%
保健 4 0.6%
生活福祉 18 2.7%
計 183 27.1%
生涯教育施設 31 4.6%
学校教育 24 3.6%
その他 13 1.9%
計 68 10.1%
観光 66 9.8%
商業 7 1.0%
労働 11 1.6%
計 84 12.4%
防災 10 1.5%
治安の維持・向上 13 1.9%
計 23 3.4%
職員 80 11.8%
窓口業務 23 3.4%
計 103 15.2%
アンケート 17 2.5%
その他 22 3.3%
計 39 5.8%

676 100.0%全体

その他

災害・安全

観光・商業・労働

市政

人権・教育・文化

市職員

保健・医療・福祉

環境・まちづくり

 
※回答者の中には、複数の内容を記述している人もおり、各分類の計と全体（回答者数）は一致しない。 

 


